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自
由
放
任
主
義
に
支
え
ら
れ
た
資
本
主
義
経
済
は
、
貧
富
の
格
差
等
に

代
表
さ
れ
る
様
々
な
矛
盾
を
社
会
に
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
是
正
な
い
し

緩
和
し
て
資
本
主
義
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
国
家
に
よ
る
幅
広
い
領
域

へ
の
介
入
が
必
要
と
な
っ（

１
）た

。
そ
の
結
果
、
行
政
組
織
は
膨
張
し
、
さ
ら

に
、
そ
の
任
務
に
専
門
的
、
技
術
的
に
対
応
す
る
た
め
に
分
化
を
遂

げ（
２
）た

。
し
か
し
な
が
ら
、
分
化
し
た
行
政
組
織
構
造
は
、
自
己
の
部
門
の

所
掌
事
務
中
心
の
考
え
方
と
行
動
の
現
象
を
意
味
す
る
「
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」
の
弊
を
も
た
ら
し
う
る
こ
と
が
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き（

３
）た

。
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と
り
わ
け
近
年
で
は
、
環
境
保
護
に
代
表
さ
れ
る
複
数
の
行
政
機
関
の
管

轄
を
横
断
す
る
課
題
が
増
加
し
、
行
政
機
関
が
別
個
独
立
に
対
応
す
る
こ

と
に
は
限
界
が
生
じ
て
い（

４
）る

。

　

と
こ
ろ
で
、行
政
組
織
の
分
化
は
、そ
れ
自
体
が
病
理
現
象
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
複
数
の
行
政
組
織
が
一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
は
、
権
限

の
融
合
・
質
的
な
強
化
を
招
く
結
果
、
行
政
の
権
限
濫
用
を
抑
え
、
私
人

に
予
測
可
能
性
を
与
え
る
と
い
う
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
の
本
来
の
目

的
を
脅
か
す
危
険
を
孕
ん
で
い（

５
）る

。
ま
た
、
組
織
の
分
化
は
、
機
能
別
、

目
的
別
組
織
編
成
に
基
づ
く
組
織
分
業
に
由
来
し
て
お
り
、
組
織
間
の
対

立
を
生
理
現
象
と
し
て
評
価
す
る
見
解
も
あ（

６
）る

。
し
た
が
っ
て
、
行
政
組

織
の
分
化
を
前
提
と
し
た
上
で
、
行
政
機
関
相
互
間
で
の
必
要
十
分
な
連

絡
・
調（

７
）整

が
求
め
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら（

８
）ず

、
そ
れ
が
な
さ

れ
な
い
こ
と
で
生
じ
る
弊
害
を
病
理
現
象
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
調
整
が
求
め
ら
れ
る
場
面
は
、
計
画
、
施
策
、
予
算
等
の

展
開
過
程
の
み
で
な
く
、
行
政
手
続
の
利
用
者
、
と
り
わ
け
事
業
者
が
行

政
機
関
に
日
常
的
に
持
ち
込
む
申
請
案
件
に
対
応
す
る
場
面
に
お
い
て
も

存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
わ
が
国
で
は
、
前
者
の
政
策
形
成
過

程
に
お
け
る
調
整
の
あ
り
方
を
中
心
に
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思

わ
れ（

９
）る

。
他
方
、
と
り
わ
け
日
常
的
な
調
整
案
件
へ
の
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
に
、
後
者
の
場
面
に
お
い
て
も
独
自
に
調
整
の
あ

り
方
を
解
明
す
る
必
要
が
高
い
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
事
業
者
は
、
事
業

活
動
を
開
始
す
る
た
め
に
複
数
の
行
政
庁
に
様
々
な
申
請
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
同
一
の
目
的
実
現
に
向
け
た
そ
れ
ら
の
申
請
は
、
相
互
に

関
連
し
て
お
り
、
全
て
の
申
請
手
続
を
パ
ス
し
な
け
れ
ば
最
終
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
通
例
で
あ

（
（1
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
事
業
者
に

と
っ
て
は
個
々
の
申
請
を
パ
ス
す
る
こ
と
が
最
終
目
標
で
は
な
く
、
あ
る

申
請
を
パ
ス
し
て
も
別
の
申
請
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
意

味
を
な
さ
な
い
た
め
、
官
庁
間
で
の
相
互
調
整
の
必
要
が
生
ま
れ
る
の
で

あ
（
（1
（

る
。

　

こ
こ
で
、
ド
イ
ツ
に
目
を
向
け
る
と
、
二
〇
〇
六
年
の
Ｅ
Ｕ
指
令
を
契

機
と
し
て
「
統
一
機
関
（einheitliche Stelle

）」
と
い
う
制
度
が
導
入

さ
れ
た
。
本
稿
は
、
当
該
制
度
を
対
象
に
、
事
業
者
が
日
常
的
に
持
ち
込

む
複
数
の
申
請
案
件
の
迅
速
か
つ
適
切
な
処
理
と
い
う
視
角
か
ら
、
そ
の

導
入
に
際
し
て
展
開
さ
れ
た
法
的
、
技
術
的
な
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
を
紹

介
、
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
可
能
性
と
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
試

み
で
あ
る
。
検
討
に
先
立
ち
、
以
下
で
は
統
一
機
関
の
概
要
を
簡
単
に
説

明
す
る
。

　

統
一
機
関
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
開
始
、
遂

行
す
る
た
め
に
必
要
な
全
て
の
手
続
、
形
式
及
び
許
可
の
申
請
を
、
そ
れ

を
経
由
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
の
機
関
を
意
味
す

（
（1
（

る
。
こ
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こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
サ
ー
ビ
ス
（D

ienstleistungen

）」
と
は
、
Ｅ
Ｕ

運
営
条
約
五
〇
条
（
現
五
七
条
）
が
規
定
す
る
、
通
常
有
償
の
、
独
立
の

活
動
で
あ

（
（1
（

り
、経
済
的
対
価
を
受
け
取
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
限
り
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
に
加
え

（
（1
（

て
、
電
力
、
ガ
ス
、
水
道
事

業
等
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
も
含
む
広
い
概
念
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要

す
（
（1
（

る
。
そ
の
よ
う
な
「
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
活
動
を
開
始
す
る
際
に
必
要

な
全
て
の
手
続
と
形
式
（Form

alitäte

（
（1
（n

）
を
単
一
の
機
関
、
す
な
わ
ち

統
一
機
関
が
処
理
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

統
一
機
関
導
入
の
背
景
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
よ
っ
て
構
成
国
に
課
さ
れ
た

国
内
法
化
義
務
の
履
行
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
理
事
会
は
、
二
〇

〇
六
年
十
二
月
に
「
域
内
市
場
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
指

（
（1
（

令
」（
以

下
、「
サ
ー
ビ
ス
指
令
」
と
す
る
。）
を
採
択
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、

自
国
以
外
の
構
成
国
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、「
統
一
担
当
者

（Einheitlicher A
nsprechpartne

（
（1
（r

）」
と
呼
ば
れ
る
単
一
の
機
関
と
の

コ
ン
タ
ク
ト
を
通
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
開
始
・
遂
行
に
必
要
な
全
て

の
手
続
等
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
構
成
国
に
要
請
し
た
。

　

既
に
、
Ｅ
Ｕ
委
員
会
の
二
〇
〇
二
年
の
報
告
書
で
は
、
中
小
企
業
及
び

消
費
者
が
、
他
国
の
現
行
法
と
そ
の
解
釈
、
行
政
庁
の
管
轄
の
所
在
及
び

手
続
に
関
す
る
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
に
、
著
し
い
困
難
が
存
在
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

（
（1
（

た
。
す
な
わ
ち
、他
国
の
行
政
庁
の
管
轄
の
所
在
、

法
令
と
そ
の
解
釈
の
内
容
及
び
行
政
文
化
を
熟
知
し
て
い
な
い
外
国
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
と
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
、
他
国
で
サ
ー
ビ
ス
活
動
を

行
う
際
の
、
い
わ
ば
非
関
税
障
壁
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
事
態
を
改
善
し
、
域
内
市
場
の
自
由
化
を
促
進
す
る
こ
と
こ
そ
、
サ
ー

ビ
ス
指
令
発
効
の
背
景
で
あ
っ

（
（2
（

た
。

　

そ
れ
で
は
、
統
一
機
関
が
、
域
内
市
場
の
自
由
化
に
い
か
に
し
て
貢
献

す
る
の
か
。
先
述
の
通
り
、
統
一
機
関
と
は
単
一
の
機
関
で
あ
り
、
行
政

窓
口
と
し
て
機
能
す
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
統
一
機
関

と
の
み
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
開
始
す
る
た
め

の
全
て
の
手
続
を
完
了
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
複
数
の
管
轄
庁
に
出
向

き
、
必
要
書
類
を
提
出
し
、
情
報
提
供
を
受
け
る
と
い
っ
た
負
担
か
ら
解

放
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
利
用
者
の
視
点
か
ら
の
「
行
政
の
簡
素
化

（V
erw

altungsvereinfachun

（
（2
（g

）」
に
繋
が
り
、
そ
の
負
担
を
軽
減
さ

せ
る
。
結
果
、
先
述
の
非
関
税
障
壁
は
撤
廃
さ
れ
、
域
内
市
場
の
自
由
化

が
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
統
一
機

関
を
導
入
し
た
背
景
は
、
そ
れ
が
行
政
の
簡
素
化
、
ひ
い
て
は
Ｅ
Ｕ
域
内

市
場
の
自
由
化
に
貢
献
す
る
一
手
段
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
統
一
機
関
は
、
申
請
書
類
を
提
出
す
る
た
め
の
単
一
の

窓
口
と
な
り
、そ
れ
に
よ
り
利
用
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、

単
一
の
窓
口
と
い
う
構
想
は
、
何
も
Ｅ
Ｕ
及
び
ド
イ
ツ
に
お
い
て
の
み
見
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受
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
我
が
国
で
も
、
例
え
ば
単
一
の
窓

口
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
設
け
る
と
い
う
措
置
が
提
案
さ
れ
て
き
た
と
い
う

経
験
が
あ

（
（2
（

り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
新
た
に
諸
外
国
の
制
度
を

参
照
す
る
必
要
は
乏
し
い
と
も
思
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
強
調
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
統
一
機
関
は
、
た
だ
申
請
の
提
出
先
で
あ
る
窓

口
と
し
て
機
能
す
る
の
み
で
は
な
く
、
利
用
者
の
「
手
続
パ
ー
ト
ナ
ー

（V
erfahrenspartne

（
（2
（r

）」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
統
一
機
関
は
、
管
轄
庁
に
手
続
の
迅

速
な
完
了
を
要
請
し
、
場
合
に
応
じ
て
監
督
官
庁
に
も
働
き
か
け
る
こ
と

が
予
定
さ
れ

（
（2
（

る
。
そ
れ
は
手
続
の
迅
速
化
に
寄
与
し
、
一
次
的
に
は
利
用

者
の
便
益
を
志
向
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。他
方
、

統
一
機
関
は
、
行
政
組
織
内
部
に
も
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
。
そ
れ
は
、
統

一
機
関
が
行
政
機
関
相
互
間
の「
調
整
任
務（K

oordinierungsaufgab

（
（2
（e

）」

を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
統
一
機
関
は

「
調
整
任
務
」
を
果
た
す
と
言
え
る
の
か
。
考
え
ら
れ
る
第
一
の
理
由
と

し
て
、
統
一
機
関
が
、
申
請
に
関
わ
る
行
政
庁
間
で
の
協
議
を
、
場
合
に

応
じ
て
招
集
す
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

（
（2
（

る
。
こ
れ
ま

で
、
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
弊
た
る
官
庁
間
の
縄
張
り
争
い
と
い
う
心
理

的
要
因
が
、
官
庁
間
の
協
議
の
実
施
に
消
極
的
に
作
用
し
て
い
た
の
で
あ

れ
ば
、
第
三
者
機
関
の
主
導
に
よ
る
協
議
の
実
施
は
魅
力
的
に
映
る
。
第

二
の
理
由
と
し
て
、
複
数
の
管
轄
庁
に
お
け
る
手
続
の
処
理
状
況
に
関
す

る
情
報
が
、
統
一
機
関
に
集
積
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

後
述
す
る
よ
う
に
統
一
機
関
は
、
利
用
者
に
対
し
て
情
報
提
供
義
務
を
負

い
、
当
該
義
務
を
十
分
に
果
た
す
た
め
に
、
管
轄
庁
が
保
有
す
る
一
定
の

情
報
を
取
得
す
る
権
限
が
、
法
律
上
、
統
一
機
関
に
与
え
ら
れ
て
い

（
（2
（

る
。

し
た
が
っ
て
、
統
一
機
関
と
い
う
第
三
者
機
関
を
経
由
す
る
形
で
間
接
的

に
情
報
共
有
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
統
一
機
関
は
、
我
が
国
で
検
討
が
不
足
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
事
業
者
に
よ
る
申
請
由
来
の
調
整
の
迅
速
か
つ
適
切
な
実
現
に
向

け
て
、
有
益
な
素
材
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
次
の
よ
う
な
順
序
で
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
、
日
本
に
存

在
し
な
い
統
一
機
関
が
、
な
ぜ
Ｅ
Ｕ
及
び
ド
イ
ツ
に
導
入
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
を
明
確
に
す
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
統
一
機

関
導
入
の
直
接
の
契
機
は
サ
ー
ビ
ス
指
令
で
あ
る
か
ら
、
指
令
の
成
立
過

程
と
そ
の
要
請
内
容
を
解
明
す
る
（
第
一
章
）。
次
に
、
サ
ー
ビ
ス
指
令

の
要
請
を
受
け
て
、
統
一
機
関
を
い
か
な
る
組
織
形
態
で
設
立
す
る
か
、

ま
た
、
い
か
な
る
役
割
を
そ
れ
に
与
え
る
か
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
国
内
の
議

論
状
況
を
解
明
す
る
（
第
二
章
）。
さ
ら
に
、
単
一
の
機
関
を
通
じ
て
手

続
を
処
理
す
る
と
い
う
組
織
運
営
の
あ
り
方
そ
れ
自
体
に
、
機
能
的
に
い

か
な
る
限
界
が
あ
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
万
国
共
通
の
普
遍
的
な
参
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照
価
値
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
も
第
二
章
第
二
節
に
お
い
て

分
析
す
る
。
そ
し
て
、
理
論
の
実
践
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
バ
ー

デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
統
一
機
関
の
組
織
構
造
と
運
営
実
態
に

関
す
る
統
計
資
料
を
素
材
に
検
討
を
行
う
（
第
三
章
）。
最
後
に
、
今
後

の
発
展
可
能
性
を
踏
ま
え
て
、
現
時
点
に
お
け
る
学
説
の
提
言
を
紹
介
す

る
（
第
四
章
）。

（
１
）
手
島
孝『
現
代
行
政
国
家
論
』（
勁
草
書
房
、一
九
六
九
年
）は
、

現
代
資
本
主
義
国
家
の
行
政
国
家
化
の
必
然
性
を
、
西
ド
イ
ツ
を

対
象
と
し
て
実
証
的
に
解
明
す
る
。

（
２
）
田
口
富
久
治
『
行
政
学
要
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）
一

三
八
頁
以
下
。

（
３
）
本
田
弘
『
現
代
行
政
の
構
造
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年
）

七
六
頁
以
下
。

（
４
）
阿
部
泰
隆
『
国
土
開
発
と
環
境
保
全
』（
日
本
評
論
社
、
一
九

八
九
年
）
七
九
頁
以
下
。

（
５
）
遠
藤
博
也
「
行
政
権
限
の
競
合
と
融
合
」
北
大
法
学
論
集
一
九

巻
四
号
（
一
九
六
九
年
）
三
四
頁 

所
収
、
同
『
行
政
過
程
論
・

計
画
行
政
法
』（
信
山
社
、
二
〇
一
一
年
）
五
頁
、
同
『
実
定
行

政
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
）
一
二
頁
以
下
、
同
『
行
政
法

ス
ケ
ッ
チ
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
七
年
）
七
〇
頁
以
下
。

（
６
）
今
村
都
南
雄
『
官
庁
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
六
年
）
二
一
〇
頁
。

（
７
）
調
整
は
、
上
級
機
関
に
よ
る
指
揮
監
督
権
の
行
使
を
用
い
る

「
統
合
的
調
整
」
と
対
等
な
立
場
に
あ
る
行
政
機
関
相
互
間
に
よ

る
「
分
立
的
調
整
」
に
二
分
さ
れ
る
が
（
佐
藤
功
『
行
政
組
織
法

〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
）
七
七
頁
、
遠
藤
文
夫
「
行

政
機
関
相
互
の
関
係
」
雄
川
一
郎
＝
塩
野
宏
＝
園
部
逸
夫
編
『
行

政
法
大
系
７
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
）
一
八
七
頁
）、
本
稿
で

い
う
調
整
は
、
後
者
の
「
分
立
的
調
整
」
を
念
頭
に
置
く
も
の
で

あ
る
。

（
８
）
調
整
の
必
要
は
、
現
行
法
が
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

例
え
ば
国
家
行
政
組
織
法
第
二
条
は
、
明
確
な
範
囲
の
所
掌
事
務

と
権
限
を
持
つ
全
て
の
行
政
機
関
が
、「
相
互
の
連
絡
」
を
図
り
、

「
一
体
と
し
て
、
行
政
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
旨
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
は
、「
調
整
」
の
原
理
と
い

う
行
政
組
織
論
の
核
心
的
原
理
に
他
な
ら
な
い
（
佐
藤
功
『
行
政

組
織
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
五
一
年
）
一
四
頁
以
下
）。
ま
た
、

行
政
手
続
法
第
十
一
条
第
二
項
は
、
同
一
の
申
請
者
か
ら
さ
れ
た

相
互
に
関
連
す
る
複
数
の
申
請
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
、「
複

数
の
行
政
庁
は
、
必
要
に
応
じ
、
相
互
に
連
絡
を
と
り
、」「
審
査

の
促
進
に
努
め
る
」
旨
を
定
め
る
。
そ
こ
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い

る
処
分
は
、
道
路
、
河
川
、
空
港
等
の
公
共
事
業
と
い
う
よ
り
は

む
し
ろ
、私
企
業
の
事
業
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る（
塩
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野
宏
＝
高
木
光
『
条
解
行
政
手
続
法
』（
弘
文
堂
、二
〇
〇
〇
年
）

一
八
〇
頁
）。

（
９
）
政
策
形
成
過
程
に
お
け
る
調
整
を
扱
う
論
稿
と
し
て
、
さ
し
あ

た
り
、
芝
池
義
一
「
行
政
計
画
と
総
合
調
整
」
法
律
時
報
五
四
巻

一
一
号
（
一
九
八
二
年
）
二
六
頁
、
八
木
俊
道
「
行
政
に
お
け
る

総
合
調
整
と
行
政
組
織
」
公
法
研
究
五
〇
号
（
一
九
八
八
年
）
二

一
一
頁
、大
橋
洋
一
「
計
画
間
調
整
の
法
理
（
一
）－

（
五
・
完
）」

自
治
研
究
六
八
巻
一
〇
号
三
七
頁
、
一
一
号
三
五
頁
（
一
九
九
二

年
）、
六
九
巻
一
号
四
九
頁
、
二
号
五
〇
頁
、
三
号
四
五
頁
（
一

九
九
三
年
）
所
収
、
同
「
計
画
間
調
整
の
法
理
―
自
治
体
計
画
策

定
権
限
の
憲
法
保
障
を
中
心
と
し
て
―
」
同
『
現
代
行
政
の
行
為

形
式
論
』（
弘
文
堂
、一
九
九
三
年
）
二
五
一
頁
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
10
）
経
済
産
業
省
は
、「
第
四
五
回
外
資
系
企
業
動
向
調
査
（
二
〇

一
一
年
調
査
）」
に
お
い
て
、
外
資
系
企
業
が
日
本
で
事
業
展
開

す
る
上
で
の
阻
害
要
因
と
し
て
「
行
政
手
続
き
の
複
雑
さ
」
を
挙

げ
る
企
業
が
、
三
二
・
八
％
を
占
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
は
、
全
体
の
五
番
目
に
多
い
要
因
で
あ
り
、「
規
制
・
許
認

可
制
度
の
厳
し
さ
」
の
二
九
％
を
上
回
る
（http://w

w
w
.m

eti.
go.jp/statistics/tyo/gaisikei/result/result_45/
pdf/2011gaikyo.pdf

）。

（
11
）
参
照
、
多
賀
谷
一
照
「
複
合
申
請
手
続
の
法
理
」
自
治
研
究
六

七
巻
一
一
号
（
一
九
九
一
年
）
五
一
頁
。
な
お
、
立
法
的
解
決
の

一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
一
部
の
許
認
可
に
集
中
効
を
付
与
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
ド
イ
ツ
連
邦
行
政
手
続
法
第
七
五

条
第
一
項
第
一
文
後
段
は
、
当
該
事
業
が
計
画
確
定
決
定
を
得
た

場
合
に
は
、
そ
れ
以
外
の
行
政
庁
に
よ
る
許
認
可
、
同
意
、
計
画

確
定
決
定
等
を
要
し
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

計
画
確
定
手
続
の
集
中
効
に
つ
い
て
、
そ
の
対
象
と
程
度
い
ず
れ

の
問
題
に
つ
い
て
も
、
完
全
な
決
着
に
は
程
遠
い
状
況
に
あ
り
、

そ
れ
が
不
明
確
で
あ
る
と
手
続
の
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
と
さ
れ

る
（
山
田
洋
「
計
画
確
定
決
定
の
集
中
効
」
雄
川
一
郎
先
生
献
呈

論
集
『
行
政
法
の
諸
問
題
（
中
）』（
一
九
九
〇
年
）
六
一
三
頁 

所
収
、
同
『
大
規
模
施
設
設
置
手
続
の
法
構
造
―
ド
イ
ツ
行
政
手

続
論
の
現
代
的
課
題
―
』（
信
山
社
、一
九
九
五
年
） 

一
三
三
頁
）。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
集
中
効
の
付
与
を
通
じ
た
立
法
的
解
決
に
は

触
れ
ず
、
複
数
の
許
認
可
が
併
存
す
る
事
態
を
想
定
す
る
。

（
12
）
連
邦
議
会
議
事
録
に
よ
る
と
、「
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、将
来
的
に
、

サ
ー
ビ
ス
活
動
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
全
て
の
手
続
と
形
式

（Form
alitäten

）
並
び
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
サ
ー
ビ
ス
活
動
を

遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
許
可
の
申
請
を
、
自
身
か
ら
見
て
統
一
の

機
関
（
統
一
担
当
者
〔Einheitlicher A

nsprechpartner

〕）
を

通
じ
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。」（BT

-D
rucks. 

16/10493, S.1.

）。

（
13
）Sven E

isenm
enger, in: M

ichael F
ehling/B

erthold 
K
astner/R

ainer Störm
er (H

rsg.), V
erw

altungsrecht, 
2013, 

§ 71a Rn7.
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（
14
）
顧
問
弁
護
士
、
税
理
士
、
建
築
士
、
技
師
、
会
計
士
、
経
済
監

査
士
（W

irtschaftsprüfer

）、
測
定
技
師
と
い
っ
た
規
制
職
業

（regulierte Berufe

）
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
サ
ー
ビ
ス
」
に
含
ま

れ
る
。「
サ
ー
ビ
ス
」
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、V

gl., Rudolf 
Streinz/Stefan Leible, in: M

onika Schlachter/Christoph 
O
hler (H

rsg.), E
uropäische D

ienstleistungsrichtlinie : 
H
andkom

m
entar, 2008, 

§ 4 Rn3.

（
15
）V

gl., W
ilfried K

ram
es, in: Schlachter/O

hler (H
rsg.), 

a.a.O
 (Fn.14.)., 

§2 Rn15.

（
16
）
手
続
と
形
式
は
、
国
家
機
関
と
の
あ
ら
ゆ
る
必
要
的
な
コ
ン
タ

ク
ト
を
意
味
す
る
。
な
お
、「
手
続
」
が
行
政
庁
に
よ
る
決
定
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
、
届
出
及
び
通
知
を
含
ま

な
い
）
の
に
対
し
て
、「
形
式
」
が
届
出
及
び
通
知
を
含
む
広
い

概
念
で
あ
る
と
し
て
、
両
者
を
区
別
す
る
解
釈
も
成
立
し
う
る

（A
nika D

orthe Luch/Sönke Ernst Schulz, D
er sachliche 

A
nw

endungsbereich der EU
-D

ienstleistungsrichtlinie

─
Zur A

bgrenzung von dienstleistungsspezifischen Gene-
hm

igungen und solchen allgem
einer N

atur, in: U
tz 

Schliesky (H
rsg.), D

ie U
m

setzung der E
U
-D

ienstleis-
tungsrichtlinie in der deutschen V

erw
altung: T

eil1, 
2008, S.81f.

）。

（
17
）Richtlinie 2006/123/EG des Europäischen Parlam

ente 
und des Rates v. 12.12.2006 (A

Bl L376/36 v 27.12.2006).

（
18
）
ド
イ
ツ
で
は
指
令
の
国
内
法
化
に
際
し
て
、
統
一
担
当
者
と
い

う
名
称
に
代
わ
っ
て
、
統
一
機
関
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。

（
19
）V

gl., Bericht der K
om

m
ission an den Rat und an das 

E
uropäische Parlam

ent, K
O
M

 (2002) 441endg. v.  
30.7.2002, S.46f.

（
20
）
連
邦
議
会
議
事
録
に
よ
る
と
、「
指
令
の
目
標
は
、
国
境
を
越

え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
域
内
市
場
を
改
善
す
る
こ

と
で
あ
る
。」（BT

-D
rucks. 16/10493, S.1.

）。

（
21
）
サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、
第
二
章
で
「
行
政
の
簡
素
化

（V
erw

altungsvereinfachung

）」
と
い
う
章
題
を
掲
げ
、
統

一
担
当
者
に
関
す
る
規
定
は
、
こ
の
第
二
章
に
置
か
れ
て
い
る
。

（
22
）
日
本
で
は
、
一
九
九
八
年
に
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
各
省
庁
連
絡

会
議
の
了
承
を
得
て
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
つ

い
て
」と
称
す
る
実
施
、整
備
方
針
が
策
定
さ
れ
た
。
方
針
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
一
つ
の
画
面
か
ら
各
種
行
政
手

続
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る「
総
合
行
政
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
」

の
整
備
が
提
案
さ
れ
て
い
た（
行
政
管
理
局「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
推
進
に
つ
い
て
」MC V

iew
s 

第
七
三
号（
一
九
九
九
年
）

一
四
頁
以
下
）。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
に
は
「
新
電
子
自
治
体
推

進
指
針
」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/denshijiti/pdf/070320_ 
2.pdf

）
を
総
務
省
が
公
表
し
、
そ
こ
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

行
政
手
続
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
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第
一
章
：
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
成
立
過
程
と
内
容

第
一
節
：
成
立
過
程

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
成
立
過
程
を
説
明
す
る
。
そ
の
際

ま
ず
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
成
立
過
程
の
概
要
を
（
第
一
款
）、
続
け
て
、

成
立
過
程
に
お
い
て
欧
州
理
事
会
、
議
会
及
び
各
構
成
国
で
特
に
争
い
に

（
23
）A

lexander W
indoffer, in: Jan Ziekow

/A
lexander 

W
indoffer (H

rsg.), Einheitlicher A
nsprechpartner  für  

D
ienstleister, 2008, S.34 ; E

isenm
enger, in: F

ehling/
K
astner/ Störm

er (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.13.)., 

§ 71a Rn14.
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第
七

一
ｄ
条
。

な
っ
た
点
を
説
明
す
る
（
第
二
款
）。

第
一
款
：
概
要

　

サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
三
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
リ

ス
ボ
ン
で
行
わ
れ
た
欧
州
理
事
会
の
特
別
会
合
を
端
緒
と
す
る
。そ
の
際
、

国
家
及
び
政
府
の
代
表
は
、
一
〇
年
後
に
向
け
た
新
た
な
戦
略
的
目
標
を

立
て
、
連
合
を
競
争
力
の
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
知
識
に
基
づ
く
、
多
数

の
優
れ
た
職
場
（A

rbeitsplatz

）
を
伴
う
持
続
的
な
経
済
成
長
を
遂
げ

る
経
済
圏
に
す
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ（

１
）た

。
な
お
理
事
会
は
、
閣

僚
級
の
各
構
成
国
代
表
一
名
か
ら
構
成
さ
れ
、
各
代
表
は
、
構
成
国
の
政

府
の
立
場
を
代
弁
し
、
票
を
投
じ
る
（
Ｅ
Ｕ
条
約
第
十
六
条
第
二
項
）。

そ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、
各
構
成
国
の
利
害
調
整
を
経
て
誕
生
し

た
と
言
え
、
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
（politischer Prozess

）
の
一
部
と
も

表
現
さ
れ（

２
）る

。

　

理
事
会
の
意
向
を
受
け
て
欧
州
委
員
会
は
、
二
段
階
の
域
内
市
場
戦
略

を
展
開
し
た
。
第
一
段
階
は
、「
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
域
内
市
場
の
状
況

（D
er Stand des Binnenm

arkts für D
ienstleistungen

）」
と
い
う

報
告（

３
）書

の
作
成
と
と
も
に
、
二
〇
〇
二
年
に
終
結
し
た
。
報
告
書
の
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
現
代
の
経
済
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
が
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
約

七
〇
％
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
雇
用
を
保
障
し
、
著
し
い
経
済
と
雇
用
の
ポ
テ
ン
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シ
ャ
ル
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
既
に
認
識
さ
れ
て
い（

４
）た

。

　

そ
の
一
方
で
、
報
告
書
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
外
国
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
に
と
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
先
で
あ
る
外
国
の
行
政
手
続
、
管
轄
庁

の
所
在
、
行
政
文
化
等
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
と
り
わ

け
、
中
小
企
業
及
び
消
費
者
が
、
そ
れ
ら
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
そ
れ
ら
は
、
中
心
的
な
被
害
者
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ（

５
）た

。
そ
の
よ
う
な
報
告
書
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
第
二

段
階
の
措
置
と
し
て
二
〇
〇
四
年
一
月
一
三
日
に
、
欧
州
委
員
会
は
、
域

内
市
場
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
指
令
に

関
す
る
提
案
と
し
て
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
（
２
０
０
４
）（

６
）２

」
を
提
出
し（

７
）た

。
そ
の

後
、
第
二
款
で
述
べ
る
よ
う
に
、
委
員
会
提
案
の
内
容
を
一
部
修
正
し
た

上
で
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
八
日
に
サ
ー
ビ
ス
指
令
が
発
効
し
た
の
で

あ（
８
）る

。

第
二
款
：
争
点

　

サ
ー
ビ
ス
指
令
の
成
立
過
程
で
最
も
議
論
を
呼
ん
だ
の
は
、「
母
国
主

義
（H

erauskunftsprinzip

）」
の
導
入
の
可
否
で
あ
っ（

９
）た

。
母
国
主
義

と
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
母
国
以
外
の
構
成
国
内
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
提
供
先
の
構
成
国
の
法
令
で
な
く
母
国
の
法
令

に
従
っ
て
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
原
則
で
あ

（
（1
（

る
。
例
え
ば
二
〇
〇
四
年

の
サ
ー
ビ
ス
指
令
草
案
は
、
第
十
六
条
第
一
項
に
次
の
よ
う
な
規
定
を
置

い
て
い
た
。

《
第
一
六
条
（
１
）　

構
成
国
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
調
整
分
野
に
あ

た
る
母
国
の
国
内
規
定
に
の
み
服
す
る
こ
と
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

第
一
項
は
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
へ
の
ア
ク
セ
ス
及
び
同
活
動
の
遂
行
に
係

る
国
内
規
定
、
と
り
わ
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
行
動
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の

質
又
は
内
容
、
広
告
、
契
約
及
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
責
任
を
含
む
も
の

と
す
る
。》

　

こ
の
よ
う
な
母
国
主
義
が
実
現
す
る
と
、
一
つ
の
構
成
国
に
構
成
国
の

数
と
同
じ
だ
け
の
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
は
互
い
に

競
争
の
下
に
置
か
れ
る
。
そ
し
て
、サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、あ
る
国
の
ル
ー

ル
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
こ
と
が
有
利
と
考
え
る
場
合
、
拠
点
を
そ
の

国
に
移
す
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
拠
点
が
、
そ
の
国

に
次
第
に
集
中
す
る
。
そ
の
結
果
、
各
国
の
ル
ー
ル
は
徐
々
に
そ
の
国
の

ル
ー
ル
に
収
斂
す
る
こ
と
に
な

（
（1
（

る
。

　

と
こ
ろ
が
、
母
国
主
義
の
導
入
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
東
欧
の
新
規
加
盟

国
か
ら
来
る
低
賃
金
労
働
者
の
流
入
を
招
き
、
国
内
労
働
者
の
職
を
奪
う
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も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
に
、
各
国
政
府
の
抵
抗
や
利
益
団
体
の
ロ

ビ
ー
活
動
を
受
け

（
（1
（

た
。
結
果
的
に
、
欧
州
議
会
が
、
二
〇
〇
六
年
二
月
十

六
日
に
二
〇
〇
四
年
の
草
案
の
修
正
案
を
決
議
し
、
母
国
主
義
が
削
除
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
母
国
主
義
に
代
わ
っ
て
、
他
の
構
成
国
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
に
対
す
る
規
制
要
件
に
つ
い
て
、
不
当
な
差
別
条
項
に
あ
た
ら
な
い

か
、
必
要
性
及
び
比
例
性
を
満
た
す
か
の
審
査
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
先
の
構

成
国
に
求
め
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
（
サ
ー
ビ
ス
指
令
第
十
六
条
）。
例

え
ば
母
国
主
義
と
比
較
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
母
国
の
法
令
を
遵

守
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
上
記
三
要
件
を
満
た
す
サ
ー
ビ
ス
提
供

先
の
国
の
規
制
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
先
の
国

で
行
う
サ
ー
ビ
ス
活
動
に
追
加
的
な
制
限
が
加
わ
る
。
さ
ら
に
、
上
記
三

要
件
に
基
づ
く
措
置
に
つ
い
て
は
、サ
ー
ビ
ス
提
供
先
の
構
成
国
が
、サ
ー

ビ
ス
提
供
者
の
活
動
を
監
督
す
る
義
務
を
負
う
と
さ
れ

（
（1
（

る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
先
の
構
成
国
に
統
制
の
余
地
が
広

く
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
域
内
市
場
の
自
由
化
へ
の
影

響
力
は
、
当
初
と
比
較
し
て
制
限
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

（
（1
（

た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
成
立
過
程
に
お
い
て
議
論
の
中
心

と
な
っ
た
の
は
、
統
一
担
当
者
で
は
な
く
母
国
主
義
の
導
入
の
可
否
で

あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
統
一
担
当
者
が
、
母
国
主
義
ほ
ど
に
は
構

成
国
の
国
内
法
体
系
に
影
響
を
与
え
な
い
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
節
：
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
要
請
内
容

　

ま
ず
は
じ
め
に
、サ
ー
ビ
ス
指
令
の
適
用
領
域
に
つ
い
て
説
明
す
る（
第

一
款
）。続
け
て
、サ
ー
ビ
ス
指
令
全
体
の
構
成
を
説
明
し
た
後（
第
二
款
）、

指
令
の
文
言
、
そ
の
背
景
等
を
手
掛
か
り
に
、
指
令
が
要
請
す
る
統
一
担

当
者
の
任
務
内
容
（
第
三
款
）
及
び
組
織
形
態
（
第
四
款
）
を
明
ら
か
に

す
る
。

第
一
款
：
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
適
用
領
域

　

一　

サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、「
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
広
い
概
念
に
対
し
て
、

共
通
の
一
般
的
法
枠
組
み
を
整
備
す

（
（1
（

る
。
サ
ー
ビ
ス
指
令
第
四
条
第
一
項

は
、「
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
の
概
念
規
定
を
設
け
る

（
（1
（

が
、
そ
れ
に
よ
る

と
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
第
五
〇
条
（
現
五
七
条
）
が
包
摂
す

る
通
常
有
償
の
、
独
立
の
活
動
で
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
第
五

〇
条
（
現
五
七
条
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
工
業
、
商
業
、
手
工
業
及
び

自
由
業
の
活
動
を
列
挙
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
例
示
列
挙
で
あ
り
、
経
済
的

対
価
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
活
動
は
、
原
則
と
し
て
サ
ー
ビ

ス
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、「
通
常
」与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
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無
償
で
提
供
さ
れ
る
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
の
み
で
直
ち
に
サ
ー
ビ
ス

に
該
当
し
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
純
粋
な
慈
善
活
動
、
経
済
的
動
機
を
伴
わ
な
い
情
報
提
供
、
国

家
に
よ
る
教
育
活
動
は
、
た
と
え
そ
れ
が
、
利
用
者
に
よ
り
一
定
の
金
額

が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
有
償
性
が
認
め
ら
れ
ず
、
サ
ー
ビ
ス

に
該
当
し
な
い
と
さ
れ

（
（1
（

る
。

　

以
上
の
よ
う
な
広
い
領
域
を
サ
ー
ビ
ス
指
令
が
カ
バ
ー
す
る
一
方
で
、

適
用
除
外
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
共
通
す
る
一
般
的
な
規
制
を
指
令
が
設
け
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

二　

サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、
適
用
除
外
規
定
を
第
二
条
第
二
項
、
第
三
項

で
規
定
す
る
。
第
二
項
は
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
適
用
除
外
と
す
る
。
す
な

わ
ち
、
一
般
的
利
益
に
関
わ
る
非
経
済
的
サ
ー
ビ
ス
（N

icht-

w
irtschaftliche D

ienstleistungen von allgem
einem

 Interesse
）

〔
第
二
項
ａ
〕、
金
融
サ
ー
ビ
ス
〔
同
項
ｂ
〕、
電
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
〔
同
項
ｃ
〕、
港
湾
サ
ー
ビ
ス
〔
同
項
ｄ
〕、
労
働
者
派
遣
元

事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
〔
同
項
ｅ
〕、
健
康
管
理
サ
ー
ビ
ス
〔
同
項
ｆ
〕、
視

聴
覚
サ
ー
ビ
ス
〔
同
項
ｇ
〕、
賭
博
事
業
〔
同
項
ｈ
〕、
公
権
力
行
使
に
関

連
す
る
活
動
〔
同
項
ｉ
〕、
社
会
サ
ー
ビ
ス
〔
同
項
ｊ
〕、
民
間
警
備
サ
ー

ビ
ス
〔
同
項
ｋ
〕、
裁
判
所
執
行
官
に
よ
る
活
動
〔
同
項
ｌ
〕
で
あ
る
。

第
三
項
は
、
適
用
除
外
分
野
と
し
て
租
税
分
野
を
挙
げ
る
。

　

そ
れ
ら
が
適
用
除
外
と
な
っ
た
理
由
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

第
一
に
政
治
的
な
理
由
で
あ
る
。
例
え
ば
第
二
条
第
二
項
ｉ
の
派
遣
元
事

業
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
適
用
除
外
に
は
、
利
益
団
体
に
よ
る
ロ
ビ
ー
活
動
が

影
響
を
与
え
た
。
第
二
に
他
の
関
連
す
る
指
令
と
の
優
劣
関
係
に
基
づ
く

理
由
で
あ
る
。
例
え
ば
第
二
条
第
二
項
ｂ
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
他
の

特
別
の
指
令
で
既
に
規
制
が
な
さ
れ
て
い

（
（1
（

た
。

　

三　

本
稿
の
研
究
対
象
で
あ
る
統
一
機
関
と
適
用
除
外
規
定
と
の
関
係

は
明
ら
か
で
な
い
。
も
っ
と
も
、
域
内
市
場
の
自
由
化
が
、
外
国
人
労
働

力
の
流
入
を
招
く
と
の
懸
念
か
ら
、
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
が
適
用
除
外
と

な
っ
た
経
緯
に
鑑
み
る
と
、
域
内
市
場
の
自
由
化
に
貢
献
す
る
統
一
機
関

と
指
令
の
適
用
除
外
規
定
─
と
り
わ
け
政
治
的
な
理
由
に
よ
る
も
の
─
と

の
関
連
性
が
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
は
、
適
用

除
外
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
領
域
に
お
い
て
、
統
一
担
当
者
が
機
能
不
全

に
陥
る
と
い
う
関
連
性
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
適
用

除
外
規
定
が
置
か
れ
た
の
は
、
統
一
担
当
者
の
持
つ
①
利
用
者
の
手
続

パ
ー
ト
ナ
ー
、
②
行
政
組
織
間
の
調
整
の
機
能
が
、
当
該
適
用
除
外
領
域

で
十
分
に
機
能
し
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
結
果
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
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本
稿
は
、
あ
く
ま
で
統
一
機
関
を
研
究
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
指
令
の
適
用
除
外
規
定
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
分
析
を
加
え
な

い
。

第
二
款
：
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
構
成

　

統
一
担
当
者
の
任
務
内
容
の
検
討
に
先
立
ち
、
統
一
担
当
者
と
い
う
制

度
が
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
中
に
占
め
る
位
置
付
け
を
確
認
す
る
た
め
、
指
令

の
構
成
を
こ
こ
で
述
べ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
指
令
は
全
部
で
八
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ

（
（1
（

る
。
第
一
章
は
、

サ
ー
ビ
ス
指
令
の
適
用
範
囲
、
他
の
Ｅ
Ｕ
法
と
の
関
係
及
び
用
語
の
定
義

に
関
す
る
一
般
規
定
を
定
め
る
。
第
二
章
は
「
行
政
の
簡
素
化

（V
erw

altungsvereinfachung

）」
と
い
う
章
題
を
掲
げ
、
行
政
の
簡

素
化
の
た
め
の
手
段
を
規
定
す
る
。
な
お
第
二
章
は
、
以
下
で
述
べ
る
開

業
の
自
由
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
移
動
の
い
ず
れ
の
領
域
に
も
適
用
さ

れ
（
（2
（

る
。
第
三
章
は
、
開
業
の
自
由
の
た
め
の
規
定
を
置
く
。
す
な
わ
ち
、

開
業
に
際
し
て
の
許
認
可
要
件
や
手
続
等
に
つ
い
て
の
規
定
を
置
く
。
第

四
章
は
、「
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
移
動
」
と
い
う
章
題
の
下
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
と
サ
ー
ビ
ス
受
領
者
の
権
利
に
つ
い
て
規
定
す
る
。第
五
章
は
、サ
ー

ビ
ス
の
質
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
、例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、サ
ー

ビ
ス
受
領
者
に
提
供
す
べ
き
情
報
の
内
容
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
第
六

章
は
、
構
成
国
間
の
職
務
共
助
規
定
を
定
め
る
。
第
七
章
は
、
構
成
国
が

作
成
し
た
報
告
書
を
二
〇
〇
九
年
の
終
わ
り
ま
で
に
、
構
成
国
相
互
間
で

評
価
す
る
こ
と
等
の
措
置
を
各
構
成
国
に
義
務
付
け
る
。
終
章
は
、
二
〇

〇
九
年
十
二
月
二
八
日
を
国
内
法
化
の
期
限
と
す
る
規
定
を
置
く
。

　

そ
れ
ら
の
章
の
内
、
統
一
担
当
者
は
第
二
章
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
第
二
章
は
、
行
政
の
簡
素
化
の
た
め
の
手
段
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
の
情
報
請
求
権
、手
続
の
電
子
処
理
等
に
関
す
る
規
定
を
置
く
が
、

こ
れ
ら
の
手
段
と
並
ぶ
の
が
統
一
担
当
者
で
あ

（
（2
（

る
。

第
三
款
：
統
一
担
当
者
の
任
務
内
容

　

統
一
担
当
者
の
任
務
内
容
は
、
手
続
と
形
式
の
処
理
（
一
）
と
情
報
提

供
（
二
）
に
大
別
さ
れ
る
。
以
下
で
は
、
条
文
の
文
言
及
び
他
の
条
文
と

の
関
係
を
手
掛
か
り
と
し
て
、統
一
担
当
者
の
任
務
内
容
を
明
確
に
す
る
。

　

一　

手
続
と
形
式
の
処
理

　

手
続
と
形
式
の
処
理
に
つ
い
て
定
め
た
規
定
は
、
第
六
条
第
一
項
及
び

第
一
一
条
第
三
項
で
あ
る
。
な
お
、
第
八
条
第
一
項
は
、
こ
れ
ら
の
手
続

の
電
子
処
理
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
構
成
国
に
義
務
付
け
る
。
条
文
の
文

言
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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《
第
六
条　
（
１
）
構
成
国
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
以
下
の
手
続
と
形

式
を
統
一
担
当
者
を
通
じ
て
処
理
で
き
る
こ
と
を
保
障
す
る
。

（
ａ
）
そ
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
開
始
に
必
要
な
、あ
ら
ゆ
る
手
続
と
形
式
。

と
り
わ
け
、
意
思
表
示
、
届
出
又
は
管
轄
庁
に
お
け
る
許
可
の
申
請
。
許

可
の
申
請
に
は
、
公
的
登
録
簿
（Register

）、
各
種
職
業
の
登
録
簿

（Berufsrollen

）
若
し
く
は
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
お
け
る
登
録
の
申
請
又
は

職
業
組
合
（Berufsverbänden

）
若
し
く
は
職
業
組
織

（Berufsorganisationen

）
に
お
け
る
登
録
を
含
む
。

（
ｂ
）
そ
の
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
遂
行
に
必
要
な
許
可
の
申
請
。

（
２
）
統
一
担
当
者
の
創
設
は
、
国
内
シ
ス
テ
ム
内
部
の
行
政
庁
間
の
管

轄
（Zuständigketit

）
及
び
権
限
（Befugnis
）
の
分
配
に
は
手
を
加

え
な
い
。

　

第
八
条　
（
１
）構
成
国
は
以
下
の
こ
と
を
保
障
す
る
。す
な
わ
ち
、サ
ー

ビ
ス
活
動
の
開
始
又
は
遂
行
に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
手
続
と
形
式
が
、
し

か
る
べ
き
統
一
担
当
者
を
通
じ
て
又
は
し
か
る
べ
き
管
轄
庁
に
お
い
て
、

遠
方
か
ら
問
題
な
く
、
そ
し
て
電
子
的
に
処
理
さ
れ
得
る
こ
と
。

　

第
一
一
条　
（
３
）
構
成
国
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
第
六
条
で
挙
げ

ら
れ
た
統
一
担
当
者
に
以
下
の
変
更
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
こ
と
を
義
務
付

け
る
。

（
…
）

（
ｂ
）
許
可
を
付
与
す
る
た
め
の
要
件
を
も
は
や
満
た
さ
な
い
よ
う
に
、

状
況
が
変
化
し
た
こ
と
。》

　

１　

統
一
担
当
者
に
よ
る
任
務
内
容
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
第
一

に
、
統
一
担
当
者
に
よ
る
任
務
の
対
象
と
な
る
「
手
続
と
形
式
」
の
意
味

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、第
六
条
第
一
項
ａ
が
、

サ
ー
ビ
ス
活
動
の
「
開
始
」
に
必
要
な
、
あ
ら
ゆ
る
手
続
と
形
式
を
そ
の

対
象
と
す
る
一
方
で
、
同
項
ｂ
に
よ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
「
遂
行
」

す
る
際
は
、「
許
可
」
の
「
申
請
」
を
統
一
担
当
者
の
任
務
の
対
象
と
す

る
た
め
、
対
象
が
異
な
る
よ
う
に
読
め
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
文
言

に
忠
実
に
解
釈
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
「
開
始
」
に
際
し
て
は
、
統

一
担
当
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
手
続
と
形
式
を
処
理
す
る
一
方
で
、
そ
の
「
遂

行
」
に
際
し
て
は
、
許
可
の
申
請
の
み
を
処
理
す
る
と
い
う
結
論
を
導
く

余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、「
開
始
」
と
は
初
回
の
市
場
参
入
に
お
け
る
プ

ロ
セ
ス
、「
遂
行
」
は
そ
れ
以
降
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
と
い
う
風
に
考
え

ら
れ
て
い
る
と
こ

（
（2
（

ろ
、「
開
始
」
と
「
遂
行
」
の
場
面
で
、
任
務
の
対
象

を
区
別
す
る
意
味
が
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
第
八
条
第
一
項
は
、
サ
ー
ビ

ス
活
動
の
開
始
及
び
遂
行
に
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る
手
続
と
形
式
に
つ
い
て

電
子
処
理
を
認
め
て
お
り
、「
開
始
」
と
「
遂
行
」
と
で
対
象
を
区
別
し

て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
第
一
一
条
第
三
項
は
、
既
に
サ
ー
ビ
ス
活
動
が
開
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始
、
遂
行
さ
れ
た
後
の
手
続
と
形
式
に
つ
い
て
、
統
一
担
当
者
を
通
じ
て

処
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
許
可
」
の
「
申
請
」
に

対
象
を
限
定
す
る
旨
の
条
文
は
、
第
六
条
第
一
項
ｂ
を
除
い
て
見
受
け
ら

れ
ず
、
む
し
ろ
全
体
を
観
察
す
れ
ば
、「
手
続
と
形
式
」
は
基
本
的
に
あ

ら
ゆ
る
手
続
と
形
式
を
包
む
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ

（
（2
（

る
。

　
「
手
続
と
形
式
」
の
意
味
内
容
は
、
以
上
の
よ
う
に
非
常
に
広
汎
で
あ

る
が
、
第
六
条
第
一
項
ａ
及
び
ｂ
は
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
開
始
・
遂
行
に

「
必
要
な
（erforderlich

）」
手
続
と
形
式
に
つ
い
て
統
一
担
当
者
に
よ

る
処
理
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

さ
ら
に
、
立
法
理
由
（Erw

ägungsgründe
）（
９
）
は
次
の
よ
う
な

適
用
除
外
規
定
を
置
く
。

《（
９
）
こ
の
指
令
は
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
開
始
又
は
遂
行
に
関
す
る
要

件
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
以
下
の
要
件
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

道
路
交
通
規
則
、
都
市
開
発
若
し
く
は
土
地
利
用
（Bodennutzung
）

に
関
す
る
規
定
、
都
市
計
画
及
び
国
土
整
備
（Raum

ordnung

）
に
関

す
る
規
定
、
建
築
規
範
（Baunorm

en

）
並
び
に
そ
の
よ
う
な
規
定
を

守
ら
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
科
さ
れ
る
行
政
法
上
の
制
裁
。そ
れ
ら
は
、

サ
ー
ビ
ス
活
動
そ
の
も
の
を
規
律
す
る
又
は
そ
の
も
の
に
関
係
す
る
も
の

で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
経
済
活
動
を
遂
行
す
る
過
程
で
、
私
人

0

0

と
同
様
に
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。》（
傍
点
筆

者
）

　

こ
こ
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
経
済
活
動
を
す
る
過
程
で
、
私
人
と

同
様
に
注
意
を
向
け
る
要
件
に
つ
い
て
は
、
統
一
担
当
者
の
任
務
の
対
象

か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

（
（2
（

る
。

　

以
上
、
要
す
る
に
「
手
続
と
形
式
」
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
解
釈
に

よ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
開
始
、
遂
行
す
る
た
め
の
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
手
続
と
形
式
」
の
範
囲
は
、

①
第
六
条
第
一
項
ａ
及
び
ｂ
の
「
必
要
な
」
手
続
と
形
式
と
い
う
文
言
、

②
立
法
理
由
（
９
）
か
ら
導
か
れ
る
「
サ
ー
ビ
ス
に
特
殊
の

（dienstleistungsspezifisch

）」も
の
と
い
う
要
件
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
い
か
な
る
制
限
が
な
さ
れ
る
か
は
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
及
び
そ

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ

（
（2
（

ク
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
他
方
ド
イ
ツ
で
は
、
一
部

の
学
者
に
よ
り
、
こ
の
点
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
最
低
限
の
要
請
を

明
ら
か
に
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
述

べ
る
。

　

２　

続
け
て
、手
続
と
形
式
の
「
処
理
」
の
意
味
内
容
が
問
題
と
な
る
。

「
処
理
」
と
は
「abw

ickeln

」
の
日
本
語
訳
で
あ
る
が
、abw

ickeln

は
、
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一
般
的
、
抽
象
的
な
表
現
で
あ
り
、
多
様
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
ヴ
ィ

ン
ド
ッ
フ
ァ
ー
（A

lexander W
indoffer

）
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な

対
極
的
な
解
釈
が
成
り
立

（
（2
（

つ
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

の
提
出
す
る
書
類
等
を
管
轄
庁
に
送
付
す
る
と
い
う
役
割
を
担
う
に
過
ぎ

な
い
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、統
一
担
当
者
へ
の「
最

小
限
の
要
請
（M

inim
um

 an A
nforderungen

）」
を
表
す
。
第
二
に
、

管
轄
庁
と
同
様
に
、そ
の
手
続
上
の
権
限
を
認
め
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
手
続
の
進
行
に
つ
い
て
、
統
一
担
当
者
に
管
轄
庁

と
同
様
の
権
限
を
認
め
、
統
一
担
当
者
が
、
申
請
に
対
す
る
許
認
可
権
限

に
介
入
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
は
、「
最
大
限
度
の
解
釈
（D

as 

M
axim

um

）」
と
呼
ば
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、「
処
理
（abw

ickeln

）」

と
い
う
文
言
か
ら
は
、二
つ
の
対
極
と
な
る
解
釈
が
成
立
し
う
る
が
、サ
ー

ビ
ス
指
令
の
要
請
が
、
こ
れ
ら
の
内
ど
こ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
が
問
題

と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
の
解
明
に
は
、
先
述
し
た
第
六
条
第
二
項
が
重
要
な
役
割
を

果
た
す
。
再
度
、
そ
の
規
定
を
挙
げ
る
。

　
《（
２
）
統
一
担
当
者
の
創
設
は
、
国
内
シ
ス
テ
ム
内
部
の
行
政
庁
間
の

管
轄
（Zuständigketit

）
及
び
権
限
（Befugnis

）
の
分
配
に
は
手
を

加
え
な
い
。》

　

第
二
項
は
、
統
一
担
当
者
に
決
定
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内

の
行
政
庁
間
の
管
轄
・
権
限
を
変
更
す
る
こ
と
を
要
請
し
な
い
。
し
た

が
っ
て
、「
最
大
限
度
の
解
釈
」
は
強
制
さ
れ
な
い
。
ま
た
そ
の
こ
と
は
、

立
法
理
由
（
48
）
の
第
六
文
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
《（
48
）（
第
六
文
─
筆
者
註
）　

統
一
担
当
者
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
を

開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類
を
発
行
す
る
た
め
に
直
接
の
管
轄
を
有
す

る
行
政
庁
又
は

0

0

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
直
接
の
管
轄
庁
と
の
間
の
仲
介
役
と

し
て
、サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
支
援
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

重
要
な
機
能
が
認
め
ら
れ
る
。》（
傍

点
筆
者
）

　

す
な
わ
ち
、
管
轄
庁
「
又
は
」
仲
介
役
と
し
て
の
機
能
が
、
選
択
的
に

求
め
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

　

も
っ
と
も
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
が
「
最
大
限
度
の
解
釈
」
を
強
制
し
な
い

と
し
て
も
、「
最
小
限
度
の
要
請
」
を
意
図
す
る
に
と
ど
ま
る
か
に
つ
い

て
は
、
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
参

考
と
な
る
の
は
、
先
述
し
た
立
法
理
由
（
48
）
の
第
六
文
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
こ
で
は
少
な
く
と
も
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
管
轄
庁
間
の
仲
介

役
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
「
支
援
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ヴ
ィ
ン
ド
ッ
フ
ァ
ー
曰
く
、
こ
の
支
援
す
る
任
務
は
、「
必
要
書
類
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の
受
領
及
び
送
付
を
行
う
権
限
が
あ
る
単
な
る
コ
ン
タ
ク
ト
機
関
、
と
い

う
最
低
限
度
の
要
請
を
超
え
る
も
の
で
あ

（
（2
（

る
。」
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
の
要
請
に
対
し
て
、
適
切
な
処
理
を
行
い
、
遅
滞
の
な
い
処
理
を

管
轄
を
有
す
る
機
関
に
向
け
て
働
き
か
け
る（verw

enden

）と
い
う「
手

続
パ
ー
ト
ナ
ー
（V

erfahrenspartner

）」
と
し
て
の
機
能
が
要
請
さ

れ
（
（2
（

る
。
確
か
に
、
そ
の
よ
う
な
機
能
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
立

法
理
由
以
外
か
ら
は
明
確
で
な
い
が
、
コ
ル
マ
ン
（Joachim

 

K
orm

ann

）
は
、
む
し
ろ
統
一
担
当
者
に
よ
る
任
務
の
本
質
は
、
ま
さ

し
く
そ
の
よ
う
な
「
支
援
機
能
（unterstützende Funktion

）」
で
あ

る
と
評
価
す

（
（2
（

る
。
そ
の
機
能
を
果
た
す
た
め
の
手
段
と
し
て
、
管
轄
庁
に

向
け
た
直
接
の
法
効
果
を
も
た
ら
さ
な
い
措
置
、
例
え
ば
遅
滞
の
な
い
処

理
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
（inform

ell

）
催
促
、
期
限
及
び
期
限
を
逸
し

た
場
合
の
効
果
へ
の
注
意
を
促
す
こ
と
（Erinnerung
）
並
び
に
場
合

に
応
じ
て
監
督
官
庁
へ
の
依
頼
（A

nrufung

）
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
（
（3
（

る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
法
的
拘
束
力
の
な
い
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
手
段
（inform

elle W
eg

（
（3
（e

）」
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
統
一
担
当
者
に
は
、
管
轄
庁
に
向
け
て
書
類
を
送
付
す
る

と
い
う
「
使
者
（Bot

（
（3
（e

）」
と
し
て
の
機
能
の
み
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
の
「
手
続
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
そ
れ
を
支
援
す
る
機
能
を
果
た

す
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
行
政
内
部
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
統

一
担
当
者
は
、
管
轄
庁
に
遅
滞
の
な
い
手
続
の
処
理
を
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
手
段
を
用
い
て
要
請
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

（
（3
（

る
。
他
方
、
そ
の
よ

う
な
要
請
に
は
法
的
拘
束
力
が
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
管
轄
庁
と
並
ん

で
手
続
に
介
入
す
る
権
限
を
統
一
担
当
者
に
与
え
る
こ
と
は
、
強
制
さ
れ

な
い
。
そ
の
た
め
、
ヴ
ィ
ン
ド
ッ
フ
ァ
ー
の
言
う
二
つ
の
解
釈
と
の
関
係

で
言
え
ば
、
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
解
釈
が
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
か
ら
導
か

れ
る
の
で
あ
る
。

　

二　

情
報
提
供

　

次
に
、
統
一
担
当
者
の
第
二
の
任
務
で
あ
る
情
報
提
供
任
務
の
内
容
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
情
報
提
供
任
務
は
第
七
条
に
規
定
が
あ
る
。

《
第
七
条　
（
１
）
構
成
国
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者・

受
領
者
が
統
一
担

0

0

0

当
者
を
通
じ
て

0

0

0

0

0

0

以
下
の
情
報
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
。

（
ａ
）
そ
の
高
権
領
域
に
お
い
て
事
業
を
営
む
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
あ
て

は
ま
る
、
と
り
わ
け
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
開
始
、
遂
行
す
る
た
め
の
手
続
と

形
式
に
関
す
る
要
件
。

（
ｂ
）
管
轄
庁
と
の
直
接
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
実
現
す
る
た
め
の
、
サ
ー
ビ

ス
活
動
の
遂
行
に
管
轄
を
有
す
る
行
政
庁
を
含
む
、
管
轄
庁
に
関
す
る
報

告
（A

ngaben
）。
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（
ｃ
）
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
及
び
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
公
的
記
録
簿
・
デ
ー

タ
バ
ン
ク
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
手
段
と
条
件
。

（
ｄ
）
管
轄
庁
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者・

受
領
者
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
受

領
者
又
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
間
で
争
い
が
発
生
し
た
場
合
に
、
一
般
に

利
用
可
能
な
法
的
救
済
手
続
。

（
ｅ
）
管
轄
庁
で
は
な
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
・
受
領
者
を
実
際
に
支

援
す
る
連
盟
（V

erbänden
）
又
は
組
織
に
関
す
る
報
告
。

（
２
）
構
成
国
は
以
下
の
こ
と
を
保
障
す
る
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
・
受
領

者
が
、
照
会
に
基
づ
き
、
第
一
項
ａ
に
よ
る
決
定
要
件
（m

aßgebliche 

A
nforderungen

）
の
通
例
の
解
釈
（gew

öhnliche A
uslegung

）
と

適
用
の
有
無
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
と
い
う
形
で
の
支
援
を
管
轄
庁
か
ら

0

0

0

0

0

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
適
当
で
あ
れ
ば
、
こ
の
助
言
は
、
簡
素
な

箇
条
書
き
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
含
む
。
情
報
は
簡
素
で
あ
り
、
理
解
で
き
る

言
葉
で
提
供
さ
れ
る
。

（
３
）
構
成
国
は
以
下
の
こ
と
を
保
障
す
る
。
第
一
項
及
び
二
項
が
挙
げ

る
情
報
と
支
援
が
、
明
確
か
つ
一
義
的
な
方
法
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
、
遠

方
か
ら
、
ま
た
電
子
的
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
及

び
最
新
状
況
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
４
）
構
成
国
は
以
下
の
こ
と
を
保
障
す
る
。統
一
担
当
者
と
管
轄
庁
が
、

第
一
項
及
び
二
項
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
と
支
援
の
要
請
に
可
能
な
限
り

迅
速
に
応
答
す
る
こ
と
。
そ
の
要
請
に
瑕
疵
が
あ
る
又
は
理
由
が
な
い
場

合
は
、
申
請
人
に
遅
滞
な
く
そ
の
旨
を
知
ら
せ
る
こ
と
。

（
５
）
構
成
国
と
委
員
会
は
、
第
七
条
が
挙
げ
る
情
報
を
共
同
体
に
お
け

る
他
の
言
語
で
も
準
備
す
る
よ
う
、統
一
担
当
者
の
用
意
を
促
す
た
め
に
、

付
随
す
る
措
置
を
講
じ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
言
語
の
使
用
に
関
す
る
構
成

国
の
法
令
に
手
を
加
え
る
も
の
で
は
な
い
。

（
６
）
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
・
受
領
者
を
支
援
す
る
と
い
う
管
轄
庁
の
義
務

は
、
個
別
事
案
に
お
け
る
法
的
助
言
を
含
ま
ず
、
要
件
が
、
通
常
ど
の
よ

う
に
解
釈
さ
れ
る
か
又
は
適
用
さ
れ
る
か
と
い
う
一
般
的
情
報
が
関
わ
る

に
過
ぎ
な
い
。》（
傍
点
筆
者
）

　

第
七
条
第
一
項
に
よ
る
と
、
構
成
国
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
サ
ー
ビ

ス
活
動
を
開
始
、
遂
行
す
る
た
め
の
手
続
に
関
す
る
要
件
、
管
轄
を
有
す

る
行
政
庁
の
所
在
及
び
各
種
デ
ー
タ
バ
ン
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法
に
関
す

る
情
報
に
、
統
一
担
当
者
を
通
じ
て
、
容
易
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
保

障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
統
一
担
当
者
が
、
独
自
に
、
す
な
わ

ち
管
轄
庁
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
責
任
で
情
報
照
会
に
応

じ
る
こ
と
を
予
定
す
る
の
か
又
は
管
轄
庁
の
意
見
の
伝
達
を
予
定
す
る
に

と
ど
ま
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
要
す
る
に
こ
の
問
題
は
、
統
一
担
当
者

が
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
情
報
提
供
す
る
際
に
、
文
字
通
り
の
仲
介
役
と
し
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て
、
管
轄
庁
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
し
か
許
さ
れ
な
い
の
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
第
一
項
と
二
項
の
比
較
に
よ

り
結
論
が
導
か
れ
る
。
先
述
の
通
り
第
七
条
第
一
項
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
に
対
し
、
一
定
の
情
報
に
つ
い
て
統
一
担
当
者
を
通
じ
て
容
易
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
規
定
で
あ
る
。
他
方
、
第
二
項
は
、
決
定
要

件
（m

aßgebliche A
nforderungen

）
の
通
例
の
解
釈
（gew

öhnliche 

A
uslegung

）
と
適
用
の
有
無
に
関
す
る
情
報
を
管
轄
庁
か
ら
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
旨
を
規
定
す
る
。
第
一
項
は
、
統
一
担
当
者
が
情
報
提
供
す

る
こ
と
、
そ
し
て
第
二
項
は
、
管
轄
庁
が
情
報
提
供
す
る
旨
を
規
定
す
る

が
、
提
供
さ
れ
る
情
報
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一

項
は
、
法
令
、
規
則
及
び
管
轄
庁
の
所
在
と
い
っ
た
一
般
的
情
報
に
つ
い

て
、
統
一
担
当
者
が
、
独
自
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
を
予
定
し
、
他
方
、

第
二
項
は
、
法
令
の
解
釈
と
適
用
の
有
無
と
い
っ
た
、
よ
り
専
門
的
判
断

を
必
要
と
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
管
轄
庁
に
よ
る
提
供
を
予
定
し
て
い
る

と
理
解
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
、
情
報
提
供
に
お
け
る
「
段
階
関
係

（Stufenverhältni

（
（3
（s

）」
を
示
す
も
の
と
さ
れ
る
。

　

他
方
、
統
一
担
当
者
が
独
自
に
応
答
で
き
な
い
情
報
に
つ
い
て
問
合
せ

が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
統
一
担
当
者
は
、
管
轄
庁
の
意
見
を
サ
ー
ビ
ス
提

供
者
に
伝
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
応
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

そ
の
際
、
情
報
提
供
に
遅
滞
が
な
い
よ
う
、
管
轄
庁
に
働
き
か
け
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
先
述
の
「
手
続
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
の

支
援
機
能
か
ら
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ

（
（3
（

る
。

第
四
款
：
統
一
担
当
者
の
組
織
形
態

　

サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、
第
三
款
で
述
べ
た
よ
う
な
統
一
担
当
者
の
任
務
内

容
や
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
開
始
・
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
許
認
可
の
実
体
要

件
及
び
手
続
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
詳
細
な
規
定
を
置
く
一
方
で
、
統
一

担
当
者
の
組
織
形
態
に
つ
い
て
は
詳
細
な
規
定
を
置
か
な
い
。す
な
わ
ち
、

指
令
は
、「
枠
組
み
指
令
（Rahm

ensrichtlinie

）」
と
し
て
の
特
徴
を

有
し
、
摩
擦
の
な
い
域
内
市
場
の
形
成
の
た
め
に
本
質
的
な
点
の
み
を
規

律
す
る
の
で
あ

（
（3
（

る
。
以
下
で
は
、
そ
こ
で
い
う
「
本
質
的
な
点
」、
す
な

わ
ち
統
一
担
当
者
が
、
そ
の
組
織
形
態
に
つ
い
て
有
す
べ
き
特
徴
を
解
明

す
る
。
そ
の
際
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
が
、
当
該
組
織
に
使
用
す
る
名
称
、
す

な
わ
ち
「
統
一
担
当
者
」
の
「
統
一
（einheitlich

）」
と
い
う
文
言
が
、

解
明
の
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
。

　

一　

こ
の
「
統
一
」
と
い
う
文
言
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
は
、
様
々
な
解

釈
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
に
、
絶
対
的
、
自
然
的
事
実
と
し
て
、
た
だ
一

つ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
行
政
区
画
ご
と
に
設
置
す
る
と
い
う
客
観
的
理
解
が
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考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
見
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が

統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
主
観
的
理
解
が
成
り
立

つ
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
主
観
的
理
解
は
、
客
観
的
理
解
と
異
な
る
結

論
を
導
く
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
観
的
理
解
に
よ
る
と
、
あ
る

行
政
区
画
に
複
数
の
統
一
担
当
者
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
が
、そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
と
っ
て
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
統
一
さ
れ
て
い
る
と
評

価
で
き
る
。
第
三
に
、
連
邦
、
州
、
地
方
自
治
体
の
行
政
機
関
の
内
、
い

ず
れ
か
一
つ
に
統
一
す
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
理
解
は
、

連
邦
、
州
、
地
方
自
治
体
と
い
う
垂
直
的
な
国
家
構
造
の
中
か
ら
一
つ
の

組
織
を
選
択
す
る
こ
と
か
ら
、「
垂
直
レ
ベ
ル
（vertikale Eben

（
（3
（e

）」

で
の
同
質
性
（H

om
ogenität

）
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
行

政
機
関
、
職
業
団
体
、
民
間
と
い
っ
た
水
平
的
な
関
係
に
あ
る
そ
れ
ら
の

組
織
の
中
か
ら
、
一
つ
を
選
択
し
、
当
該
組
織
が
統
一
的
に
任
務
を
提
供

す
る
と
い
う
「
水
平
レ
ベ
ル
（horizontale Eben

（
（3
（e

）」
の
同
質
性
を
求

め
る
理
解
で
あ
る
。
第
五
に
、
統
一
担
当
者
の
任
務
が
、「
手
続
の
処
理
」

と
「
情
報
提
供
」
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ら
の
任
務
ご

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
統
一
さ
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
を
設
け
る
と
い
う
理
解
が
考

え
ら
れ

（
（3
（

る
。

　

二　

結
論
と
し
て
、
主
観
的
理
解
、
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
開

始
・
遂
行
に
際
し
て
必
要
な
手
続
の
処
理
及
び
情
報
提
供
に
あ
た
る
パ
ー

ト
ナ
ー
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
か
ら
見
て
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
請

さ
れ
る
こ
と
に
争
い
は
な

（
（4
（

い
。

　

そ
の
根
拠
と
し
て
次
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス

指
令
の
元
に
な
っ
た
委
員
会
提
案
「
Ｋ
Ｏ
Ｍ
２
０
０
４
（
２
）」
は
、
理

由
７
⒞
で
次
の
よ
う
な
規
定
を
置
く
。

　
《
…
…
担
当
者
（A

nsprechpartner

）
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
と
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
統
一
的
な
も
の

0

0

0

0

0

0

0

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
関
連
す
る
全
て
の
必
要
的
な
、
と
り
わ
け
許
可
の
た
め
の
形
式

と
手
続
を
同
一
の
機
関
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

申
請
人
は
、
様
々
な
主
務
官
庁
（Instanz

）、
組
織
（Einrichtung

）

等
を
利
用
す
る
必
要
は
も
は
や
な
く
、
そ
の
案
件
に
は
、
た
だ
一
つ
の
担

当
者
し
か
い
な
い
の
で
あ
る
。》（
傍
点
筆
者
）

　

す
な
わ
ち
、
理
由
７
⒞
に
よ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
と
っ
て
統
一

的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
先
述
の
主
観

的
理
解
に
相
当
す

（
（4
（

る
。



統一機関（einheitliche Stelle）の導入（１）

北法66（6・179）1923

　

三　

要
す
る
に
統
一
担
当
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
統
一
的
と
評
価

し
う
る
組
織
形
態
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
要
請
が
導
か
れ
る
。

例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
、
そ
の
活
動
を
開
始
す
る
た
め
に
、
事
業
届

出
と
営
業
許
可
申
請
を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
、
同
一

の
機
関
が
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
手
続
の
処
理
の
み
で
な

く
、情
報
提
供
も
同
一
の
機
関
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

手
続
の
処
理
と
情
報
提
供
は
通
常
不
可
分
で
あ
り
、
手
続
の
処
理
と
情
報

提
供
に
際
し
て
一
々
別
個
の
機
関
を
訪
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ

ば
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
と
っ
て
統
一
的
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
あ

（
（4
（

る
。
他
方
、
統
一
担
当
者
の
任
務
を
行
政
機
関
（
連
邦
、
州
、

地
方
自
治
体
）、
職
業
団
体
、
民
間
の
い
ず
れ
に
属
す
る
機
関
に
委
託
す

る
か
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
は
何
ら
要
請
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ

れ
ら
の
内
、
一
つ
の
機
関
に
専
属
さ
せ
る
こ
と
も
要
請
し
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
例
え
ば
地
方
自
治
体
と
職
業
団
体
が
協
働
し
て
統
一
担
当
者

と
し
て
任
務
遂
行
す
る
こ
と
も
、
構
成
国
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
。

（
１
）V
gl., Schlussfolgerungen des V

orsitzes, Europäischer 
Rat Lissabon, 23./24.3.2000, N

r.5.

（
２
）A

lexander W
indoffer, in: Jan Ziekow

/A
lexander 

W
indoffer (H

rsg.), Einheitlicher A
nsprechpartner für 

D
ienstleister, 2008, S.19.

（
３
）B

ericht der K
om

ission an den R
at und an das 

E
uropäische Parlam

ent, K
O
M

 (2002) 441endg. v. 
30.7.2002.

（
４
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.20.

（
５
）V

gl., Bericht der K
om

m
ission an den Rat und an das 

E
uropäische Parlam

ent, K
O
M

 (2002) 441endg. v. 
30.7.2002, S.72f.

（
６
）http://eur-lex.europa.eu/legal-content/D

E/T
X
T
/PD

F/?uri=CELEX
:52004PC0002&

from
=EN

（
７
）
こ
こ
で
の
提
案
は
、
当
時
の
委
員
の
名
称
フ
リ
ッ
ツ
ボ
ル
ケ

シ
ュ
タ
イ
ン
（Frits Bolkestein

）
に
ち
な
ん
で
ボ
ル
ケ
シ
ュ

タ
イ
ン
指
令
と
呼
ば
れ
る
（Rudolf Streinz/Stefan Leible, 

in: M
onika Schlachter/C

hristoph O
hler (H

rsg.), 
Europäische D

ienstleistungsrichtlinie: H
andkom

m
entar, 

2008,Einl. Rn30.

）。

（
８
）
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、V

gl., W
indoffer, 

in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (F
n.2)., S.17ff ; 

Ziekow
, D

ie U
m
setzung der D

ienstleistungsrichtlinie 
im

 V
erw

altungsverfahrensrecht, W
iV

erw
 2008, S.176 ; 

Ziekow
, D

ie A
usw

irkungen der D
ienstleistungs-RL auf 
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das deutsche Genehm
igungsverfahrensrecht, Gew

A
rch 

2007, S.179. 

（
９
）V

gl., Streinz/Leible, in: Schlachter/O
hler (H

rsg.), a.a.O
 

(Fn.7)., Einl. Rn39ff. 

母
国
主
義
の
導
入
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
向

に
つ
い
て
は
、
原
田
徹
「
Ｅ
Ｕ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
概
念
を
巡
る
政

治
的
対
立
の
布
置
状
況
―
域
内
市
場
サ
ー
ビ
ス
指
令
案
に
お
け
る

「
原
産
国
原
則
」
適
用
の
是
非
を
通
じ
て
」
Ｅ
Ｕ
学
会
年
報
第
二

七
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
四
二
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
原
田
は

「
母
国
原
則
」
で
は
な
く
「
原
産
国
原
則
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、「
本

国
原
則
」（
棚
池
康
信
「
二
〇
〇
五
年
Ｅ
Ｕ
の
危
機
と
二
〇
〇
四

サ
ー
ビ
ス
指
令
」生
駒
経
済
論
叢 
第
四
巻
第
二
号（
二
〇
〇
六
年
）

七
二
頁
）、「
母
国
法
原
則
」
と
も
呼
ば
れ
（
外
務
省
Ｈ
Ｐ 

http://w
w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/eu/srv_statute.

htm
l

）
そ
の
訳
語
は
様
々
で
あ
る
。

（
10
）
原
田
・
前
掲
（
註
９
）
二
四
三
頁
。

（
11
）
参
照
、
庄
司
克
宏
「
Ｅ
Ｕ
域
内
市
場
戦
略
―
相
互
承
認
と
規
制

権
限
の
配
分
」
田
中
俊
郎
＝
庄
司
克
宏
編
『
Ｅ
Ｕ
統
合
の
軌
跡
と

ベ
ク
ト
ル
─
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
政
治
社
会
秩
序
形
成
へ
の

模
索
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
六
年
）一
一
三
頁
以
下
。

（
12
）
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、い
わ
ゆ
る「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
配
管
工
」

が
大
量
に
押
し
寄
せ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
職
を
奪
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
安
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
批
判
は
、
欧
州
憲
法

条
約
に
も
向
け
ら
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
投
票

に
お
け
る
批
准
拒
否
に
至
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
他

の
加
盟
国
か
ら
移
民
労
働
者
が
配
管
工
と
し
て
働
く
場
合
は
、
Ｅ

Ｕ
法
上
の
労
働
者
と
し
て
の
平
等
な
権
利
と
保
護
が
与
え
ら
れ
て

い
る
た
め
、
こ
う
し
た
批
判
は
基
本
的
に
は
的
外
れ
な
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
る
（
庄
司
・
前
掲
（
註
11
）
一
二
三
頁
以
下
。）。

（
13
）
庄
司
・
前
掲
（
註
11
）
一
二
四
頁
。

（
14
）V

gl., Streinz/Leible, in: Schlachter/O
hler (H

rsg.), a.a.O
 

(Fn.7)., Einl. Rn33.

（
15
）「
指
令
は
、諸
サ
ー
ビ
ス
の
広
い
多
様
性
に
役
立
つ
と
同
時
に
、

い
く
つ
か
の
活
動
及
び
職
業
並
び
に
そ
の
規
制
の
特
殊
性
を
考
慮

す
る
“
一
般
的
法
枠
組
み
（allgem

einer Rechtsrahm
en

）”

を
も
た
ら
す
も
の
と
す
る
。」（Streinz/Leible, in: Schlachter/

O
hler (H

rsg.), a.a.O
 (Fn.7)., Einl. Rn27.

）。

（
16
）
な
お
、サ
ー
ビ
ス
指
令
第
四
条
第
二
号
は「
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
」

に
つ
い
て
の
概
念
規
定
を
設
け
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
と
は
、
構
成
国
の
国
籍
を
有
す
る
自
然
人
及
び
構
成
国
で

事
業
活
動
を
行
う
Ｅ
Ｕ
運
営
条
約
第
四
八
条
（
現
五
四
条
）
の
意

味
に
お
け
る
法
人
で
あ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
又
は
も
た

ら
す
も
の
で
あ
る
。

（
17
）「
サ
ー
ビ
ス
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、V

gl., Streinz/Leible, 
in: Schlachter/O

hler (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.7). , 

§ 4 Rn2ff ; 
Sven E

isenm
enger, in: M

ichael F
ehling/B

erthold 
K
astner/R

ainer Störm
er (H

rsg.), V
erw

altungsrecht, 
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2013, 

§ 71a Rn7. 
（
18
）Streinz/Leible, in: Schlachter/O

hler (H
rsg.), a.a.O

 
(Fn.7)., Einl. Rn27.

（
19
）
日
本
貿
易
振
興
会
「
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
市
場
統
合
と
サ
ー
ビ
ス

指
令
（
Ｅ
Ｕ
）」（http://w

w
w
.jetro.go.jp/ext_im

ages/jfile/
report/05001449/05001449_001_BU

P_0.pdf

）
で
は
、
サ
ー

ビ
ス
指
令
の
主
要
条
項
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
理
由
と
な
っ
た
現
状

の
問
題
点
が
、
欧
州
委
員
会
資
料
に
基
づ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）Ziekow

, D
ie A

usw
irkungen der D

ienstleistungs-RL 
auf das deutsche G

enehm
igungsverfahrensrecht, 

Gew
A
rch 2007, S.180.

（
21
）
第
二
章
の
特
徴
は
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
た
め
の
手
続
に
つ
い
て

構
成
国
間
で
共
通
の
規
律
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。そ
し
て
、サ
ー

ビ
ス
指
令
の
適
用
範
囲
の
広
汎
さ
に
鑑
み
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ツ

（H
eribert Schm

itz

）
と
プ
レ
ル
（Lorenz Prell
）
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。「
Ｅ
Ｕ
サ
ー
ビ
ス
指
令
に
よ
り
共
同
体
法
は
、
か

つ
て
な
い
規
模
で
構
成
国
の
手
続
法
に
作
用
す
る
。
従
来
の
二
次

法
（Sekundärrechtsakte

）
の
文
脈
に
お
け
る
領
域
特
殊
の
手

続
の
規
律
と
異
な
り
、
指
令
の
手
続
上
の
準
則
は
、
領
域
（
例
え

ば
交
通
サ
ー
ビ
ス
）
が
一
つ
一
つ
明
文
上
除
外
さ
れ
な
い
限
り
、

全
て
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
包
括
的
に
妥
当
す
る
。」
と
（H

eribert 
Schm

itz/Lorenz Prell, V
erfahren über eine einheitliche 

Stelle

―D
as V

ierte Gesetz zur Ä
nderung verw

altungsv

erfahrensrechtlicher V
orschriften, N

V
w
Z 2009, S.1.

）。

（
22
）Ziekow

/W
indoffer, in: Schlachter/O

hler (H
rsg.), a.a.O

 
(Fn.7)., 

§ 6 Rn8.

（
23
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.26ff.

（
24
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.29.

（
25
）K

om
ission der E

uropäischen G
em

einschaften, 
H
andbuch zur U

m
setzung der D

ienstleistungsrichtlinie, 
2007 (V

gl., http://ec.europa.eu/internal_m
arket/

services/docs/services-dir/guides/handbook_de.pdf).

（
26
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.31.

（
27
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.33.

（
28
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.36f. 

な
お
、
管
轄
庁
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
向
け
て
書
類
が

送
付
さ
れ
る
局
面
で
は
、
統
一
機
関
は
、「
使
者
と
し
て
の
機
能

（Botenfunktion

）」
を
果
た
す
に
と
ど
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ィ

ン
ド
ッ
フ
ァ
ー
は
言
う
。
「
こ
の
よ
う
な
場
合
（
管
轄
庁
か
ら

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
向
け
て
書
類
が
送
付
さ
れ
る
場
合
―
筆
者

注
）、
統
一
担
当
者
に
は
、
純
粋
な
使
者
と
し
て
の
機
能
が
帰
属

す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
統
一
担
当
者
が
、
送
付
さ
れ
た
書
類
に
例
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え
ば
法
的
な
説
明
（A

usführungen

）
と
い
っ
た
独
自
の
コ
メ

ン
ト
を
取
り
付
け
る
こ
と
を
排
斥
す
る
。」（W

indoffer, in 
Ziekow

/W
indoffer (H

rsg.), a.a.O
 (Fn.2)., S.34f.

）
と
。

（
29
）
コ
ル
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
と
り
わ
け
、
こ
の
仲
介
者

と
し
て
の
役
割
（M

ittlerrolle

）
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
を
積
極

的
に
支
援
す
る
と
い
う
統
一
担
当
者
の
義
務
に
よ
り
刻
印
さ
れ

る
。
確
か
に
、
立
法
理
由
（
48
）
の
後
段
（“
支
援
す
る
重
要
な

機
能
”）
で
明
文
上
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
指
令
の
テ
ク
ス
ト

（Richtlinientext

）
で
は
明
文
上
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ

の
よ
う
な
単
な
る
仲
介
を
超
え
る
機
能
に
つ
い
て
全
く
疑
い
が
な

い
と
は
思
え
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
指
令
第
七
条
第
二
項
は
、
明
文
上

“
照
会
に
基
づ
く
情
報
提
供
と
い
う
形
で
の
支
援
”
に
言
及
す
る

が
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
第
七
条
第
二
項
は
、
統
一
担
当
者
で
は
な
く

“
管
轄
庁
”
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
も
重

要
な
統
一
担
当
者
に
よ
る
任
務
及
び
そ
の
組
織
（Einrichtung

）

の
本
質
は
、
そ
も
そ
も
、
ま
さ
に
こ
の
支
援
機
能
な
の
で
あ
る
。」

と
（Joachim

 K
orm

ann, Einheitlicher A
nsprechpartner 

und deutscher Föderalism
us: der Zw

ang K
ooperation

─

Problem
e bei der U

m
setzung der A

rt.6ff. der E
U
-

D
ienstleistungsrichtlinie, 2008, S.18f.

）。

（
30
）W
indoffer, in Ziekow

/W
indoffer (H

rsg.), a.a.O
 (Fn.2)., 

S.35.

（
31
）W

indoffer, in Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 

S.47.

（
32
）W

indoffer, in Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.34.

（
33
）
ヴ
ィ
ン
ド
ッ
フ
ァ
ー
曰
く「
上
述
の
意
味
に
お
け
る“
手
続
パ
ー

ト
ナ
ー
”
の
任
務
の
割
り
当
て
る
こ
と
は
、
第
六
条
第
一
項
の
目

標
設
定
の
特
殊
な
側
面
を
引
き
立
た
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
手
続
の

迅
速
化（V

erfahrensbeschleunigung

）と
い
う
側
面
で
あ
る
。」

（W
indoffer, in: Ziekow

/W
indoffer (H

rsg.), a.a.O
 (Fn.2)., 

S.35.

）。

（
34
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.42.

（
35
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.44f.

（
36
）
ツ
ィ
ー
コ
ー
曰
く
「
他
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
は
国
内
法
シ
ス

テ
ム
の
た
め
の
枠
組
み
を
定
め
る
の
み
で
な
く
、
一
部
、
非
常
に

詳
細
か
つ
明
確
な
（detailscharf

）
規
定
を
含
む
。
こ
れ
は
、

例
え
ば
許
可
を
付
与
す
る
た
め
の
要
件
及
び
手
続
に
関
す
る
規
定

に
当
て
は
ま
る
。」（Ziekow

, a.a.O
 (Fn.20)., S.180.

）。

（
37
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.52.

（
38
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.52.

（
39
）「
統
一
（einheitlich

）」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
め
ぐ
り
、様
々
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な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、V

gl., W
indoffer, 

in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., S.51ff. 

（
40
）Christian Ernst, D

ie Einführung eines einheitlichen 
A
nsprechpartners iS der EU

-D
ienstleistungsrichtlinie 

durch das 4. Gesetz zur Ä
nderung verw

altungsverfahr
ensrechtlicher V

orschriften, D
V
B
l 2009, S.956 ;  

W
indoffer, in: Ziekow

/W
indoffer (H

rsg.), a.a.O
 (Fn.2)., 

S.57 ; F
lorian Lem

or, V
erortung des einheitlichen 

A
nsprechpartners aus der Sicht der Freien Berufe, in: 

S
tefan

 L
eib

le (H
rsg

.), D
ie U

m
setzu

n
g
 d

er 
D
ienstleistungsrichtlinie

―C
hansen und R

isken für 
D
eutschland, 2007, S.89.

（
41
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.2)., 
S.53.

（
42
）
例
え
ば
ヴ
ィ
ン
ド
ッ
フ
ァ
ー
は
、
任
務
内
容
に
応
じ
て
異
な
る

統
一
担
当
者
を
置
く
こ
と
に
反
対
す
る
論
拠
と
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。「
そ
の
よ
う
な
区
分
（
情
報
提
供
と
手
続
の
処
理
の
二

つ
の
任
務
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
統
一
担
当
者
を
対
応
さ

せ
る
た
め
の
区
分
―
筆
者
注
）
は
、
実
体
的
（sachlich

）、
時
間

的
な
著
し
い
重
複
に
鑑
み
る
と
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、手
続
の
処
理
と
情
報
の
伝
達
は
、

申
請
前
の
段
階
か
ら
既
に
相
互
に
入
り
組
ん
で
い
る
。そ
こ
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
へ
の
助
言（
す
な
わ
ち
情
報
提
供
）が
行
わ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
、
同
時
に
―
助
言
又
は
申
請
前
協
議
の
た
め

に
必
要
な
―
申
請
前
の
対
応
（V

orantragskorrespondenz

）

（
例
え
ば
、
書
類
の
提
出
）
を
、
統
一
担
当
者
を
通
じ
て
進
め
る

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
許
可
手
続
が
進
行
す
る
間
も
、
情
報

の
要
求
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
後
続
し
て
実
施
さ

れ
る
手
続
と
形
式
に
関
す
る
も
の
や
、
同
じ
手
続
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。」（W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 
(Fn.2)., S.56.

）
と
。

第
二
章
：
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
内
法
化	

　

第
二
章
で
は
、
第
一
章
で
検
討
し
た
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
要
請
を
受
け
た

ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
内
法
化
の
内
容
及
び
関
連
す
る
学
説
を
検
討
す
る
。

そ
の
際
、
法
的
側
面
（
第
一
節
）
と
組
織
学
的
側
面
（
第
二
節
）
と
で
節

を
分
け
て
検
討
す
る
。

第
一
節
：
法
的
側
面

　

第
一
節
で
は
、
統
一
機
関
の
法
的
側
面
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
統
一

機
関
の
運
営
に
関
わ
る
手
続
的
観
点
（
第
一
款
）
と
統
一
機
関
の
組
織
形
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及
び
六
項
、
第
七
一
ｃ
条
第
二
項
並
び
に
第
七
一
ｅ
条
に
基
づ
く
義
務
を

負
う
。

第
七
一
ｂ
条
〔
手
続
〕

（
１
）
統
一
機
関
は
、届
出
、申
請
、意
思
表
示
及
び
書
類
を
受
け
取
り
、

そ
れ
ら
を
遅
滞
な
く
管
轄
庁
に
送
付
す
る
。

（
２
）
届
出
、
申
請
、
意
思
表
示
及
び
書
類
は
、
統
一
機
関
に
到
達
し
た

三
日
後
に
管
轄
庁
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。
期
間
は
、
統
一
機
関
に

到
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
停
止
す
る
。

（
３
）
届
出
、
申
請
又
は
意
思
の
表
明
（die A

bgabe einer 

W
illenerklärung

）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
満
了
す
る
ま
で
に
管
轄
庁
が

活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
期
間
が
進
行
す
る
場
合
、
管
轄
庁

は
受
領
証
（Em

pfangsbestätigung

）
を
交
付
す
る
。
受
領
証
に
お
い

て
は
、
統
一
機
関
に
到
達
し
た
日
付
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た
、
期
間
、
期
間

の
進
行
が
開
始
す
る
た
め
の
要
件
、
期
間
満
了
に
結
び
つ
い
た
法
効
果
及

び
利
用
可
能
な
法
的
救
済
手
続
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
４
）
届
出
又
は
申
請
に
不
備
が
あ
る
場
合
、
管
轄
庁
は
、
遅
滞
な
く
、

い
か
な
る
書
類
が
後
に
送
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
通
知
す
る
。

通
知
は
、
第
三
項
に
基
づ
く
期
間
の
進
行
が
、
不
備
の
な
い
書
類
の
到
達

に
よ
っ
て
初
め
て
開
始
す
る
と
い
う
指
摘
を
含
む
。
後
に
送
付
さ
れ
た
書

類
が
統
一
機
関
に
到
達
し
た
日
付
が
、
通
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

態
に
関
わ
る
組
織
的
観
点（
第
二
款
）と
に
分
け
て
検
討
す
る
。
最
後
に
、

責
任
法
上
の
（haftungsrechtlich

）
問
題
（
第
三
款
）、
す
な
わ
ち
、

統
一
機
関
の
職
務
遂
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
責
任
を
ど
の
組

織
が
負
担
す
る
か
を
検
討
す
る
。

第
一
款
：
手
続
的
観
点

　

ド
イ
ツ
で
は
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
二
日
に
、「
連
邦
行
政
手
続
法
の

改
正
に
関
す
る
第
四
の
法
律
（4
・V

w
V
Ä
nd （

１
）

G

）」
と
い
う
一
括
改
正
法

が
成
立
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、連
邦
行
政
手
続
法
第
五
編
第
一
ａ
章
に「
統

一
機
関
を
通
じ
た
手（

２
）続

」
と
い
う
新
た
な
章
題
の
下
、
い
く
つ
か
の
条
文

が
挿
入
さ
れ（

３
）た

。
第
五
編
第
一
ａ
章
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

《
第
五
編
第
一
ａ
章　

統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続

第
七
一
ａ
条
〔
適
用
可
能
性
〕

（
１
）
法
令
（Rechtsvorschrift

）
に
よ
り
、
統
一
機
関
を
通
じ
て
行

政
手
続
が
処
理
さ
れ
う
る
旨
が
命
じ
ら
れ
る
場
合
、こ
の
章
の
規
定
及
び
、

こ
の
章
の
規
定
か
ら
逸
脱
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
残
り
の

規
定
は
有
効
で
あ
る
。

（
２
）
申
請
人
又
は
届
出
義
務
者
（A

nzeigepflichtige

）
が
、
直
接
、

管
轄
庁
を
利
用
す
る
場
合
も
、
管
轄
庁
は
、
第
七
一
ｂ
条
第
三
項
、
四
項
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（
５
）
手
続
処
理
の
た
め
に
統
一
機
関
が
利
用
さ
れ
る
場
合
、
管
轄
庁
に

よ
る
通
知
は
、
統
一
機
関
を
通
じ
て
、
申
請
人
又
は
届
出
義
務
者
に
伝
え

ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
行
政
行
為
は
、
行
政
行
為
が
向
け
ら
れ
た
者
の
求

め
に
基
づ
い
て
、
管
轄
庁
に
よ
り
直
接
発
せ
ら
れ
る
。

（
６
）
郵
便
に
よ
り
国
外
に
送
付
さ
れ
る
書
面
に
よ
る
行
政
行
為
は
、
郵

便
局
に
委
託
し
た
一
ヶ
月
後
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
第
四
一
条

第
二
項
第
三
文
が
準
用
さ
れ
る
。
申
請
人
又
は
届
出
義
務
者
は
、
第
十
五

条
に
基
づ
い
て
任
意
受
領
代
理
人
（Em

pfangsbevollm
ächtigte

）
を

任
命
す
る
こ
と
を
要
求
で
き
な
い
。

第
七
一
ｃ
条
〔
情
報
義
務
〕

（
１
）
統
一
機
関
は
、
照
会
に
基
づ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
決
定
規
定

（m
aßgebliche V

orschriften

）、
管
轄
庁
並
び
に
公
的
登
録
簿
及
び

デ
ー
タ
バ
ン
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
帰
属
す
る
手
続
権
並
び
に
組
織

（Einrichtungen

）
に
関
す
る
情
報
を
与
え
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
申

請
人
又
は
届
出
義
務
者
が
活
動
を
開
始
、
遂
行
す
る
際
に
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。
統
一
機
関
は
、
照
会
を
特
定
で
き
な
い
場
合
、
遅
滞
な
く
通
知

す
る
。

（
２
）
管
轄
庁
は
、
照
会
に
基
づ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
決
定
規
定
及
び
そ

の
規
定
の
通
例
の
解
釈
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。
第
二
五
条
に
基
づ

き
、
必
要
な
提
案
及
び
情
報
が
遅
滞
な
く
与
え
ら
れ
る
。

第
七
一
ｄ
条
〔
相
互
援
助
〕

　

統
一
機
関
と
管
轄
庁
は
、
共
に
整
序
さ
れ
た
（ordnungsgem

aß

）、

遅
滞
の
な
い
手
続
の
処
理
を
目
指
す
。
全
て
の
統
一
機
関
と
管
轄
庁
は
、

そ
の
際
、
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
管
轄
庁
は
、
統
一
機
関
に
、
と

り
わ
け
手
続
の
状
態
（V

erfahrensstand

）
に
関
す
る
必
要
的
情
報
を

提
供
す
る
。

第
七
一
ｅ
条
〔
電
子
手
続
〕

　

こ
の
章
に
基
づ
く
手
続
は
、
求
め
に
基
づ
い
て
、
電
子
形
式
で
処
理
さ

れ
る
。
第
三
ａ
条
第
二
項
第
二
文
、
三
文
及
び
第
三
項
に
は
変
更
を
加
え

な
い
。》

　

以
下
で
は
、
第
一
に
国
内
法
化
に
際
し
て
の
立
法
技
術
上
の
特
徴
を
述

べ
た
後
に
（
一
）、
条
文
の
規
定
内
容
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
検
討
を
加

え
る
こ
と
で
、
第
一
ａ
章
の
特
徴
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
（
二
）。

　

一　

ま
ず
、「
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
」
が
、
行
政
手
続
法
と
い
う

一
般
法
を
媒
体
と
し
て
国
内
法
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
指
令

は
、
そ
の
適
用
領
域
の
広
さ
を
特
徴
と
す
る
た
め
、
個
別
法
を
媒
体
と
し

て
国
内
法
化
す
る
際
に
は
著
し
い
数
の
法
令
を
必
要
と
し
、
結
果
と
し
て

手
続
法
の
分
散
を
招
く
こ（

４
）と

、
さ
ら
に
、
立
法
の
た
め
の
コ
ス
ト
が
甚
大
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に
な
る
こ
と
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
の
で
あ（

５
）る

。
し
た
が
っ
て
、
行
政
手

続
法
と
い
う
一
般
法
に
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
が
規
定
さ
れ
た
こ
と

は
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
持
つ
特
徴
に
影
響
を
受
け
た
か
ら
と
言
え
る
。

　

な
お
、
各
州
の
行
政
手
続
法
も
、
連
邦
行
政
手
続
法
と
同
様
の
規
定
を

置
く
か
連
邦
行
政
手
続
法
の
規
定
を
準
用
す（

６
）る

。
な
ぜ
な
ら
、
サ
ー
ビ
ス

指
令
の
国
内
法
化
義
務
は
、
連
邦
だ
け
で
な
く
州
に
も
課
さ
れ
る
か
ら
で

あ
り
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
改
正
に
併
せ
て
各
州
の
行
政
手
続
法
も
そ
れ

に
一
致
す
る
内
容
で
改
正
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ（

７
）る

。

　

他
方
、
旧
第
五
編
第
一
ａ
章
の
条
文
は
全
て
削
除
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

旧
一
ａ
章
の
内
容
及
び
そ
れ
が
削
除
さ
れ
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
」
に
関
す
る
規
定
が
、

旧
一
ａ
章
と
同
じ
箇
所
に
挿
入
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、「
統
一
機
関

を
通
じ
た
手
続
」
が
旧
一
ａ
章
の
規
定
に
と
っ
て
代
わ
る
、
又
は
そ
れ
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
内
容
と
し
て
評
価
さ
れ
た
可
能
性
が
残
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
旧
一
ａ
章
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
旧
一
ａ
章
は
「
許

可
手
続
の
促
進（Beschleunigung von Genehm

igungsverfahren

）」

と
い
う
章
題
を
掲
げ
て
、
次
の
よ
う
な
規
定
を
置
い
て
い
た
。

　
《
第
五
編
第
一
ａ
章　

許
可
手
続
の
促
進

第
七
一
ａ
条
〔
適
用
可
能
性
〕

　

行
政
手
続
が
、
申
請
人
に
よ
る
経
済
的
な
事
業
（w

irtschaftlichen 

U
nternehm

ung

）
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（V

orhaben

）
実
施
に

寄
与
す
る
許
可
の
付
与
を
目
的
と
す
る
場
合
（
許
可
手
続
）、
第
七
一
ｂ

－

ｅ
条
が
適
用
さ
れ
る
。

第
七
一
ｂ
条
〔
遅
滞
の
な
い
許
可
手
続
〕

　

許
可
庁
は
、
適
切
な
期
間
内
に
手
続
が
終
了
し
、
か
つ
求
め
に
基
づ
い

て
特
別
に
早
め
ら
れ
る
よ
う
、
法
的
に
、
ま
た
事
実
上
可
能
な
事
前
措
置

（V
orkehrungen

）
を
講
じ
る
。

第
七
一
ｃ
条
〔
助
言
と
情
報
の
提
供
〕

（
１
）
許
可
庁
は
、
必
要
な
限
り
、
手
続
の
迅
速
化
の
可
能
性
に
関
す
る

情
報
を
、
そ
れ
に
結
び
つ
く
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
含
め
て
、
提
供

す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
事
案
の
重
要
性
又
は
困
難
性
か
ら
適
切
と
思
わ
れ

る
限
り
、求
め
に
基
づ
き
書
面
又
は
電
子
的
方
法
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
許
可
庁
は
、
必
要
な
限
り
、
許
可
の
申
請
前
に
将
来
の
申
請
人
と

と
も
に
以
下
の
こ
と
を
討
議
す
る
。

１　

い
か
な
る
証
拠
・
書
類
が
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

２　

い
か
な
る
専
門
鑑
定
（sachverständigen Prüfungen

）
が
、
許

可
手
続
に
お
い
て
認
め
ら
れ
う
る
か
。

３　

許
可
手
続
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、
い
か
な
る
方
法
で
第
三
者
又

は
公
衆
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
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４　

許
可
の
個
別
の
事
実
上
の
前
提
条
件
を
、
あ
ら
か
じ
め
裁
判
に
よ
っ

て
解
明
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
か
（
自
主
的
証
拠
手
続
）。
行
政
庁
は
、
他

の
行
政
庁
を
、
ま
た
将
来
の
申
請
人
が
同
意
す
る
場
合
に
は
第
三
者
を
参

加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）
申
請
が
到
達
し
た
後
、
申
立
て
・
申
請
書
類
に
不
備
が
な
い
か
及

び
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
が
手
続
に
見
込
ま
れ
る
か
を
申
請
人
に
遅
滞
な
く
知

ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
一
ｄ
条
〔
星
印
手
続
（Sternverfahren

）〕

（
１
）
あ
る
許
可
手
続
に
公
益
主
体
が
関
与
す
る
場
合
、
管
轄
庁
は
、
事

実
上
可
能
で
あ
り
、
か
つ
必
要
な
限
り
、
と
り
わ
け
申
請
人
の
求
め
に
基

づ
い
て
、同
時
に
、か
つ
意
見
表
明
を
行
う
た
め
の
期
間
を
定
め
た
上
で
、

こ
れ
を
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。

（
２
）
期
間
満
了
後
の
意
見
は
も
は
や
考
慮
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
主
張

さ
れ
た
利
害
が
、
許
可
庁
に
既
に
知
ら
れ
て
お
り
若
し
く
は
知
っ
て
お
く

べ
き
で
あ
っ
た
場
合
又
は
当
該
決
定
の
法
適
合
性
（Rechtm

äßigkeit
）

に
重
要
な
問
題
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

第
七
一
ｅ
条
〔
申
請
協
議
（A

ntragskonferenz

）〕

　

申
請
人
の
求
め
に
基
づ
い
て
、
行
政
庁
は
、
あ
ら
ゆ
る
関
与
機
関
と
申

請
人
と
の
協
議
を
招
集
す
る
も
の
と
す
る
。》

　

そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
旧
一
ａ
章
と
統
一
機
関
を
通
じ
た
手

続
規
定
の
内
容
は
、
重
複
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ（

８
）る

。
し
た
が
っ
て
、

旧
一
ａ
章
の
内
容
を
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
が
引
き
継
い
だ
と
評
価
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

事
実
、
連
邦
議
会
議
事
録
に
よ
る
と
、
旧
一
ａ
章
が
廃
止
さ
れ
た
理
由

は
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
旧
七
一
ｂ
条
及
び
旧
七
一
ｃ
条
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
が
連
邦
行
政
手
続
法
か
ら
姿
を
消
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
連
邦

行
政
手
続
法
の
一
般
手
続
規
定
に
、
そ
れ
ぞ
れ
移
行
し
た
と
説
明
さ
れ
て

い（
９
）る

。
す
な
わ
ち
、
旧
一
ａ
章
は
、
経
済
的
な
事
業
の
許
可
手

（
（1
（

続
を
対
象

と
す
る
規
定
で
あ
り
、
旧
七
一
ｂ
条
及
び
旧
七
一
ｃ
条
も
同
様
で
あ
っ
た

が
、一
般
手
続
規
定
に
移
る
こ
と
に
よ
り
、そ
の
よ
う
な
限
定
が
な
く
な
っ

た
の
で
あ

（
（1
（

る
。
他
方
、
旧
七
一
ｄ
条
の
星
印
手
続
と
旧
七
一
ｅ
条
の
申
請

協
議
に
関
す
る
定
め
は
、
現
行
の
連
邦
行
政
手
続
法
か
ら
姿
を
消
し
た
。

そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
一
ａ
章
は
、
行
政
の
内

部
手
続
の
規
律
を
内
容
と
し
て
お
り
、
国
民
に
手
続
上
の
権
利
を
付
与
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
制
定
過
程
に
お
い
て
行
政
規

則
で
規
定
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
た
と
こ

（
（1
（

ろ
、
法
律
に
規
定
が
存
在

す
る
こ
と
は
、
よ
り
広
く
行
政
実
務
に
影
響
を
与
え
る
と
の
期
待
か
ら
、

行
政
手
続
法
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
、
旧
一
ａ
章
の

内
容
、
と
り
わ
け
星
印
手
続
と
申
請
協
議
は
、
行
政
実
務
に
お
い
て
広
く
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取
り
入
れ
ら
れ
、
旧
七
一
ｄ
条
及
び
旧
七
一
ｅ
条
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ

る
効

（
（1
（

果
は
、
既
に
発
揮
さ
れ
た
と
し
て
削
除
さ
れ
た
の
で
あ

（
（1
（

る
。

　

そ
の
よ
う
に
、
旧
一
ａ
章
と
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
と
の
間
に
関
連

性
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
旧
一
ａ
章
の
箇
所
に
、
統
一
機
関
を
通
じ

た
手
続
の
み
が
規
定
さ
れ
た
の
か
。
例
え
ば
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
国
内
法
化

と
し
て
新
た
に
連
邦
行
政
手
続
法
に
設
け
ら
れ
た
規
定
が
、
第
一
ａ
章
に

集
合
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
他
方
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
国
内
法
化
の

た
め
に
特
別
の
章
を
設
け
、
そ
こ
に
規
定
を
集
合
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
選
択
肢
で
あ
っ

（
（1
（

た
。
そ
れ
に
つ
い
て
ツ
ィ
ー
コ
ー
は
、
サ
ー
ビ
ス
指

令
の
要
請
を
行
政
手
続
法
の
さ
ら
な
る
発
展
に
利
用
す
べ
く
、
行
政
手
続

法
の
様
々
な
箇
所
に
取
り
入
れ
た
と
指
摘
す

（
（1
（

る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス

指
令
の
国
内
法
化
の
た
め
に
特
別
の
章
を
設
け
る
な
ら
ば
、
当
該
章
の
規

定
が
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
適
用
領
域
に
の
み
妥
当
す
る
と
の
誤
解
を
与
え

る
こ
と
を
危
惧
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う

な
理
解
は
、
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
が
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
適
用
領
域
を

超
え
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

　

事
実
、
次
の
よ
う
に
、
適
用
領
域
の
拡
張
と
い
う
特
徴
を
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
を
利
用
で

き
る
主
体
は
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
が
念
頭
に
置
く
外
国
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

に
制
限
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
利
用
主
体
を
国
内
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
に
も
拡
張
す
る
こ
と
は
、
国
内
法
化
に
際
し
て
初
め
か
ら
争
い
が
な

か
っ
た
。
実
際
、
連
邦
内
務
省
勧
告
は
、
国
内
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
外
国

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
間
で
利
用
す
る
手
続
が
分
裂
す
る
こ
と
及
び
国
内

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
へ
の
不
平
等
を
招

（
（1
（

く
こ
と
を
理
由
に
、
適
用
範
囲
を
国

内
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
も
拡
張
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
お

（
（1
（

り
、
こ
れ
が
草

案
に
も
取
り
込
ま
れ
る
形
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
利
用
主
体
の
拡
張
に
併
せ
て
、
統
一
機
関
が
処
理
す
べ
き
手
続

が
拡
張
す
る
可
能
性
も
第
一
ａ
章
の
規
定
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
第
七
一
ａ
条
第
一
項
に
よ
る
と
、
第
七
一
ａ－

ｅ
条
は
「
法
令

（Rechtsvorschrift

）」
に
よ
り
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
法

令
に
は
、
連
邦
と
州
の
個
別
法
（Fachrecht

）
及
び
法
規
命
令
が
含
ま

れ
る
。
そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
適
用
領
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
法
令
の
制
定
が
強
制
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
法
令
の
制
定
は
、
サ
ー
ビ
ス

指
令
の
適
用
領
域
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
適
用
領
域
外
の
手
続
に
つ
い

て
も
、
法
令
を
制
定
す
る
こ
と
で
、
統
一
機
関
が
処
理
す
べ
き
手
続
と
な

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
適
用
領
域
を
拡
張
す
る
形
で
国
内

法
化
を
実
現
し
た
こ
と
を
、
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
適
用
領
域
の
拡
張
に
関
連
し
て
「
統
一
機
関
」
と
い
う
名
称
が

用
い
ら
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
と
同
様
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に
、「
統
一
担
当
者
」
と
い
う
名
称
が
連
邦
行
政
手
続
法
に
取
り
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
の
は
、統
一
機
関
が
役
務
を
提
供
す
る
対
象
・
手
続
が
、サ
ー

ビ
ス
指
令
の
要
請
す
る
統
一
担
当
者
の
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
に
配
慮
し

た
も
の
と
思
わ
れ

（
（1
（

る
。
な
お
、
統
一
機
関
と
い
う
名
称
は
機
能
的
概
念
で

あ
（
（2
（

る
。
す
な
わ
ち
、
統
一
機
関
の
任
務
を
担
う
機
関
が
統
一
機
関
と
称
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
織
の
名
称
と
し
て
「
統
一
機
関
」
以

外
を
用
い
る
こ
と
も
許
さ
れ

（
（2
（

る
。
そ
し
て
、
第
七
一
ａ
条
第
一
項
に
よ
る

と
、
そ
の
他
の
行
政
手
続
法
の
規
定
も
、
基
本
的
に
統
一
機
関
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
重
要
な
の
は
、土
地
管
轄
に
関
す
る
規
定（
第

三
条
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
あ

（
（2
（

る
。
と
い
う
の
は
、
統
一
機
関
の
事
物

管
轄
は
横
断
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
土
地
管
轄
に
関
す
る
規
定
が
、
そ

の
活
動
領
域
を
限
定
す
る
上
で
主
要
な
役
割
を
果
た
す
か
ら
で
あ
る
。

　

行
政
手
続
法
と
の
関
連
で
は
、「
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
」
は
、
新

た
な
手
続
類
型
と
称
さ
れ
る
。
例
え
ば
従
来
、
連
邦
行
政
手
続
法
第
九
条

の
手
続
概
念
は
、
行
政
行
為
の
発
付
及
び
公
法
上
の
契
約
の
締
結
に
向
け

た
活
動
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ

（
（2
（

た
。
し
か
し
、第
七
一
ｂ
条
に
よ
る
と
、

手
続
は
、
届
出
や
意
思
表
示
も
対
象
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
統
一
機

関
を
通
じ
た
手
続
」
は
、
一
般
手
続
（
第
九
条
以
下
）
に
は
含
ま
れ
ず
、

さ
ら
に
要
式
手
続
（
第
六
三
条
以
下
）
及
び
計
画
確
定
手
続
（
第
七
二
条

以
下
）
と
も
区
別
さ
れ
、
新
た
な
手
続
類
型
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

（
（2
（

る
。

　

二　

以
下
で
は
、
第
一
ａ
章
の
規
定
を
参
考
に
し
て
、「
統
一
機
関
を

通
じ
た
手
続
」
の
内
容
を
検
討
す
る
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
統
一
機
関
の
利
用
が
強
制
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
特

徴
で
あ
る
。
例
え
ば
第
七
一
ａ
条
第
一
項
は
、
統
一
機
関
を
通
じ
て
手
続

を
処
理
す
る
こ
と
が
「
で
き
る
（können

）」
と
規
定
す
る
。
ま
た
、
同

条
第
二
項
は
、統
一
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

申
請
人
等
が
「
管
轄
庁
を
利
用
す
る
場
合
」
を
予
定
し
て
い
る
。
以
上
よ

り
、
申
請
人
等
は
、
統
一
機
関
の
利
用
を
強
制
さ
れ
ず
、
選
択
権
を
有
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
は「
選
択
モ
デ
ル（O

ptionsm
odel

（
（2
（l

）」

と
呼
ば
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
統
一
機
関
が
利
用
さ
れ
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
手
続
の
進

行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
際
、
先
述
し
た
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
要

請
に
対
応
さ
せ
る
形
で
、
手
続
と
形
式
の
処
理
（
１
）、
情
報
提
供
（
２
）

に
分
け
て
検
討
を
行
う
。

　

１　

ま
ず
は
じ
め
に
、
手
続
と
形
式
は
、
第
七
一
ｂ
条
第
一
項
に
よ
れ

ば
申
請
の
み
で
な
く
届
出
も
対
象
と
す
る
点
で
、
広
い
概
念
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
、
先
述
の
通
り
従
来
の
行
政
手
続
法
に
お
け
る
手
続
概
念

よ
り
広
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
申
請
に
限
定
し
な
い
手
続
と
形

式
の
処
理
を
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
指
令
に
適
合
す
る
。
以
下
で
は
、
手
続
の
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進
行
順
に
検
討
す
る
。

　

第
七
一
ｂ
条
第
一
項
は
、
遅
滞
の
な
い
書
類
の
送
付
を
統
一
機
関
に
求

め
る
。
そ
の
際
、
第
二
五
条
第
一
項
に
よ
り
統
一
機
関
が
手
続
の
利
用
者

に
助
言
を
提
供
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
と
の
関
係
で
、
そ
の
よ
う
な
助
言

の
提
供
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
遅
滞
の
な
い
送
付
と
い
う
要
請
に
反
す

る
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
。
例
え
ば
助
言
の
提
供
を
行
う
た
め
に
提
出
書
類

の
審
査
を
行
い
、
一
向
に
管
轄
庁
に
書
類
を
送
付
し
な
い
と
い
う
事
態
が

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
遅
滞
な
き
送
付
と
い
う
要
請
は
、
統
一

機
関
が
明
ら
か
な
不
備
又
は
瑕
疵
の
あ
る
記
載
事
項
を
指
摘
し
、
瑕
疵
の

迅
速
な
修
正
を
求
め
る
こ
と
ま
で
排
除
す
る
も
の
で
は
な

（
（2
（

い
。
そ
の
際
、

明
ら
か
な
不
備
又
は
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
の
み
助
言
義
務
を
負
う
の
は
、

以
下
の
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
統
一
機
関
の
主
要
な

機
能
は
手
続
の
簡
素
化
と
促
進
で
あ
る
か
ら
、
統
一
機
関
は
、
不
備
の
審

査
及
び
通
知
が
手
続
の
促
進
に
貢
献
す
る
限
度
で
そ
の
よ
う
な
義
務
を
負

う
の
で
あ

（
（2
（

る
。
な
お
、「
明
白
」
な
瑕
疵
の
有
無
は
、
客
観
的
な
職
員
の

視
点
が
基
準
と
な

（
（2
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
統
一
機
関
の
職
員
は
、
そ
の
知
識
や

経
験
に
幅
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
個
々
の
職
員
の
主
観
を
基

に
す
る
こ
と
は
、
判
断
の
統
一
性
を
確
保
で
き
な
い
か
ら
で
あ

（
（2
（

る
。

　

手
続
の
利
用
者
が
書
類
を
統
一
機
関
に
提
出
し
た
後
、
次
に
問
題
と
な

る
の
は
、
い
つ
書
類
が
提
出
さ
れ
た
の
か
を
確
定
す
る
時
点
で
あ
る
。
そ

の
際
、
期
間
に
は
、
行
政
の
側
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
と
手

続
の
利
用
者
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
と
い
う
二
つ
の
期
間
が

存
在
す
る
。

　

ま
ず
、
行
政
の
側
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
が
設
定
さ
れ
て

い
る
場
合
、
管
轄
庁
に
書
類
が
到
達
し
た
時
点
を
以
て
、
期
間
の
進
行
開

始
時
点
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

（
（3
（

る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
統
一
機
関
が

書
類
を
送
付
し
な
い
限
り
、
期
間
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
進
行
し
な
い
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
利
用
者
の
関
与
し
な
い
と
こ
ろ
で
期
間
の
進
行
が

左
右
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
利
用
者
に
不
安
な
結
論
を
も
た
ら
す
だ

ろ
（
（3
（

う
。
そ
の
た
め
、
第
七
一
ｂ
条
第
二
項
第
一
文
は
、
統
一
機
関
へ
到
達

し
た
三
日

（
（3
（

後
に
管
轄
庁
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
し
、
結
果
、
そ
の
時
点

か
ら
期
間
が
進
行
す
る
。

　

次
に
、
同
項
第
二
文
は
、
手
続
の
利
用
者
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
面
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

書
類
が
統
一
機
関
に
到
達
し
た
時
点
で
期
間
の
進
行
が
停
止
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
利
用
者
は
、
期
間
内
に
統
一
機
関
へ
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
に
注

意
す
れ
ば
足
り
る
。

　

要
す
る
に
、
こ
こ
で
は
統
一
機
関
の
利
用
が
、
利
用
者
に
不
利
益
を
も

た
ら
さ
な
い
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

書
類
が
管
轄
庁
に
到
達
す
る
と
、
管
轄
庁
は
、
原
則
と
し
て
「
受
領
証
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（Em
pfangsbestätigung

）」
を
交
付
す
る
（
同
条
第
三
項
）。
受
領
証

に
は
、
書
類
が
到
達
し
た
こ
と
以
外
に
、
行
政
庁
が
遵
守
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
手
続
の
期
間
、
当
該
期
間
が
進
行
す
る
た
め
の
要
件
、
期
間
満
了

に
よ
り
生
じ
る
法
的
効
果
、
決
定
の
遅
延
・
懈
怠
に
対
す
る
法
的
救
済
手

続
等
が
記
載
さ
れ
る
。
な
お
、
書
類
に
不
備
が
な
い
こ
と
は
記
載
さ
れ
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
事
後
に
書
類
の
不
備
を
審
査
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ

（
（3
（

る
。
受
領
証
の
交
付
は
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
第
十
三
条
第
五

項
の
要
請
に
対
応
す
る
も
の
で
あ

（
（3
（

り
、
国
内
法
化
に
際
し
て
の
独
自
の
措

置
で
は
な
い
。

　

書
類
に
不
備
が
あ
れ
ば
、
管
轄
庁
は
そ
の
旨
を
通
知
す
る
（
同
条
第
四

項
）。
そ
し
て
、
行
政
が
遵
守
す
べ
き
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、

そ
の
よ
う
な
通
知
を
受
け
て
提
出
さ
れ
る
追
加
書
類
が
到
達
し
た
時
点

で
、
期
間
の
進
行
が
開
始
す
る
。
な
お
、
第
四
項
も
サ
ー
ビ
ス
指
令
第
十

三
条
第
六
項
の
要
請
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
内
法
化
に
際
し
て
の

独
自
の
措
置
で
は
な

（
（3
（

い
。

　

書
類
が
管
轄
庁
に
到
達
し
た
後
、
管
轄
庁
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
手
続

の
利
用
者
に
通
知
又
は
行
政
行
為
を
発
す
る
の
か
。
具
体
的
に
は
、
管
轄

庁
が
、
利
用
者
に
直
接
通
知
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
統
一
機
関
を
経
由
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
問
題
と
な
る
。そ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
指
令
は
明
快
な
解
答
を
与
え
な
い
。
他
方
、
ド
イ
ツ
で
は
、
統

一
機
関
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
管
轄
庁
か
ら
利
用
者
に
対
す
る
通
知
等

も
原
則
と
し
て
統
一
機
関
を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
規
定
さ

れ
た
（
同
条
第
五
項
）。
そ
の
よ
う
な
対
応
に
つ
い
て
は
、
模
範
草
案
の

作
成
過
程
で
疑
念
が
呈
さ
れ
て
い

（
（3
（

た
。
実
際
、手
続
の
利
用
者
に
と
っ
て
、

通
知
が
、
統
一
機
関
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
特
別
の
利
益
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
管
轄
庁
が
直
接
通
知
す
る
こ
と
が
直
截
か

つ
迅
速
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
申
請
及
び
届
出
を
行
う
前
か
ら
通

知
及
び
行
政
行
為
の
発
付
に
至
る
ま
で
、
全
て
の
手
続
処
理
に
統
一
機
関

が
関
わ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
手
続
の
処
理
状
況
に
関
す
る
概
観

（Ü
berblick über den Stands des V

erfahrens

）
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
結
果
、
情
報
提
供
任
務
の
遂
行
が
可
能
に
な
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
、
学
説
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で

あ
（
（3
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
立
法
者
が
重
視
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
統
一
機
関
に
一
本
化
さ
れ
た
窓
口
と
し
て

の
役
割
の
み
で
な
く
、
手
続
の
処
理
状
況
全
般
を
把
握
す
る
役
割
を
期
待

し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
各
管
轄
庁
で
処
理
さ
れ
て
い
る
手
続
に
関
す
る

情
報
を
統
一
機
関
が
網
羅
的
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
統
一
機
関
と
管
轄

庁
間
で
協
力
関
係
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
第
七
一
ｄ

条
は
、
統
一
機
関
と
管
轄
庁
間
の
相
互
援
助
を
定
め
る
。
そ
の
際
、
そ
れ
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は
、
行
政
内
部
の
規
律
事
項
で
あ
る
か
ら
、
行
政
規
則
に
よ
っ
て
規
律
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
。
例
え
ば
統
一
機
関
と
管
轄
庁
の
上
級
行
政
機
関

が
共
通
す
る
場
合
、
当
該
上
級
行
政
機
関
が
、
行
政
規
則
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
相
互
援
助
を
義
務
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
統
一
機

関
に
よ
っ
て
主
に
処
理
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（V
orhaben

）
実
施
の
た
め
の
手
続
に
は
、
様
々
な
行
政
主
体
及
び
行
政

レ
ベ
ル
に
属
す
る
行
政
庁
が
関
与
す
る
。
そ
の
た
め
、
行
政
規
則
で
は
足

り
ず
、
一
般
的
、
継
続
的
な
相
互
援
助
義
務
に
つ
い
て
、
法
律
で
定
め
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ

（
（3
（

る
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
相
互
援
助
を
実
現
す
る
た
め
に
、
と
り
わ
け

管
轄
庁
は
、
統
一
機
関
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
義
務
を
負
う
か
。

　

同
条
第
二
文
は
、「
手
続
の
状
態
（V

erfahrensstand
）」
に
関
す
る
必

要
的
情
報
を
統
一
機
関
に
提
供
す
る
よ
う
管
轄
庁
に
義
務
づ
け
る
。
そ
こ

で
い
う
手
続
の
状
態
と
は
、「
管
轄
庁
に
到
達
し
た
（bei der zuständigen 

Behörde eingegangen

）」、「
作
業
中
（in Bearbeitung

）」、「
そ
の
他
の

書
類
を
必
要
と
す
る
（w

eitere U
nterlagen angefordert

）」、「
最
終

決
定
が
送
付
さ
れ
た
（abschließende Entscheidung w

urde 

versandt

）」
と
い
っ
た
、
手
続
の
経
過
に
関
す
る
一
般
的
な
情
報
で

あ
（
（3
（

る
。
他
方
、
第
七
一
ｄ
条
は
、
統
一
機
関
に
書
類
閲
覧
権

（A
kteneinsichtsrecht

）ま
で
は
認
め
て
い
な
い
と
さ
れ

（
（4
（

る
。
し
た
が
っ

て
、
統
一
機
関
が
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
は
、
一
般
的
な
も

の
で
あ
り
、
手
続
の
細
部
に
つ
い
て
ま
で
把
握
す
る
権
限
を
第
七
一
ｄ
条

か
ら
直
ち
に
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
よ
り
、
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
の
処
理
に
際
し
て
、
行
政
手
続

法
は
、
統
一
機
関
と
管
轄
庁
間
の
協
力
を
予
定
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

た
め
に
統
一
機
関
が
管
轄
庁
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
は
、
統
一

機
関
を
手
続
の
調
整
役
と
し
て
見
た
場
合
に
は
、
な
お
も
不
十
分
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、
統
一
担
当
者
が
管
轄
庁

に
主
張
で
き
る
具
体
的
な
権
限
の
内
容
に
つ
い
て
定
め
を
置
い
て
い
な
い

か
ら
、
そ
の
こ
と
の
み
を
以
て
、
指
令
の
要
請
に
違
反
す
る
と
は
言
え
な

い
。
し
か
し
、
調
整
役
と
し
て
の
機
能
を
統
一
機
関
に
期
待
す
る
立
場
か

ら
は
、
他
の
管
轄
庁
に
対
す
る
統
一
機
関
の
権
限
を
強
化
す
る
見
解
が
主

張
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
述
べ
る
。

　

２　

統
一
機
関
に
よ
る
情
報
提
供
任
務
に
つ
い
て
は
、
第
七
一
ｃ
条
が

定
め
る
。
そ
し
て
、
情
報
提
供
任
務
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
に
よ

る
要
請
と
の
間
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
統
一
機
関

は
、
他
の
行
政
庁
が
管
轄
を
有
す
る
決
定
規
定
（m

aßgeblichen 

V
orschriften

）
の
解
釈
つ
い
て
、
独
自
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
関
連
規
定
の
内
容
、
管
轄
庁
並
び
に
公
的
登
録
簿
及
び
デ
ー
タ
バ
ン
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ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
（Zugang

）、
手
続
上
の
権
利
並
び
に
申
請
人
・
届
出

人
の
活
動
の
開
始
・
遂
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
（Einrichtungen

）

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
義
務
を
負
う
（
同
条
第
一
項
）。
そ
れ
は
、

一
般
的
情
報
に
つ
い
て
は
、
統
一
機
関
が
独
自
に
情
報
提
供
を
行
い
、
専

門
的
判
断
を
要
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
管
轄
庁
が
情
報
提
供
を
行
う
段

階
関
係
（
参
照
、第
一
章
第
二
節
第
三
款
）
を
念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
公
的
登
録
簿
に
お
け
る
「
公
的
」
と
は
、
公
衆
が
利
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
商
業
登
録
簿
（H

anderlsregister

）
や

手
工
業
目
録
（H

andw
erksrolle

）
が
挙
げ
ら
れ

（
（4
（

る
。
ま
た
、「
サ
ポ
ー

ト
す
る
組
織
」
の
例
と
し
て
は
、
職
業
団
体
（berufsständische 

K
am

m
er

）
が
挙
げ
ら
れ

（
（4
（

る
。

第
二
款
：
組
織
的
観
点

　

第
一
章
第
二
節
第
四
款
で
述
べ
た
よ
う
に
、
統
一
担
当
者
の
組
織
形
態

つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
要
請
は
、
主
観
的
統
一
性
を
充
足
す
る
、
す

な
わ
ち
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
視
点
か
ら
「
統
一
的
」
と
評
価
で
き
る
担
当

者
の
創
設
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、
具
体
的
に
ど
の
機

関
に
統
一
担
当
者
の
任
務
を
委
ね
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
主
観

的
統
一
性
の
充
足
を
求
め
る
以
外
は
構
成
国
の
裁
量
に
委
ね
る
。
そ
こ
で

以
下
で
は
、
ド
イ
ツ
の
国
家
構
造
に
お
い
て
、
連
邦
、
州
、
地
方
自
治
体
、

団
体（K

am
m
e

（
（4
（r

）及
び
民
間（Private

）の
い
ず
れ
に
属
す
る
機
関
が
、

統
一
機
関
と
し
て
の
任
務
を
担
う
こ
と
が
法
的
に
許
容
さ
れ
る
の
か
を
検

討
す
る
こ
と
で
、
統
一
機
関
の
組
織
形
態
を
よ
り
具
体
的
に
浮
き
彫
り
に

す
る
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
指
令
は
、
い
ず
れ
か
一
つ
の
機
関
に
統
一
担
当

者
の
任
務
を
専
属
さ
せ
る
こ
と
を
要
請
し
な
い
（
参
照
、
第
一
章
第
二
節

第
四
款
）。
す
な
わ
ち
、
民
間
と
行
政
機
関
と
の
公
私
協
働
、
州
と
地
方

自
治
体
、
地
方
自
治
体
と
団
体
と
い
っ
た
公
的
機
関
同
士
の
協
働
形
態
を

選
択
す
る
こ
と
も
構
成
国
の
自
由
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な

協
働
形
態
が
、
ド
イ
ツ
の
国
内
法
上
許
容
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
も
考
察
す

る
。

　

一　

連
邦

　

連
邦
が
、
連
邦
の
行
政
機
関
と
し
て
統
一
機
関
を
設
置
す
る
際
に
、
障

害
と
な
る
の
は
基
本
法
第
八
三
条
で
あ
る
。
基
本
法
第
八
三
条
は
、
州
に

よ
る
執
行
権
の
推
定
を
定
め
た
規
定
で
あ
り
、「
州
は
、
こ
の
基
本
法
が

特
別
の
定
め
を
な
し
、
又
は
特
別
の
定
め
を
許
し
て
い
な
い
限
り
に
お
い

て
、
そ
の
固
有
の
事
務
と
し
て
、
連
邦
法
律
を
執
行
す
る
。」
こ
と
を
規

定
す
る
。

　

そ
し
て
、
基
本
法
第
八
四
条
第
一
項
第
一
文
は
、「
州
が
そ
の
固
有
の

事
務
と
し
て
連
邦
法
律
を
執
行
す
る
と
き
は
、
州
は
、
行
政
庁
の
設
置
及
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び
行
政
手
続
に
つ
い
て
規
律
す
る
。」
と
規
定
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
少

な
く
と
も
行
政
庁
の
設
置
と
行
政
手
続
の
規
律
が
、
州
の
管
轄
権
限
に
含

ま
れ
る
こ
と
に
な

（
（4
（

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
結
論
と
し
て
は
、
連
邦
の
行
政
機
関
と
し
て
統
一
機
関

を
設
置
す
る
こ
と
は
、
通
常
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ

（
（4
（

る
。

　

二　

州

　

連
邦
と
異
な
り
、
州
の
行
政
機
関
と
し
て
統
一
機
関
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
基
本
法
に
抵
触
し
な

（
（4
（

い
。
ま
た
、
統
一
機
関
に
関
す
る
手
続
を
整
備

す
る
こ
と
、
統
一
機
関
を
既
存
の
手
続
に
組
み
込
む
こ
と
も
州
の
取
扱
事

項
で
あ
る
。
そ
し
て
、
州
の
裁
量
は
そ
の
全
て
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
統

一
機
関
の
創
設
に
つ
い
て
、
非
常
に
広
汎
で
あ
る
。
さ
ら
に
州
は
、
他
の

州
に
統
一
機
関
の
任
務
を
移
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ

（
（4
（

る
。

　

三　

地
方
自
治
体

　

地
方
自
治
体
の
行
政
機
関
と
し
て
統
一
機
関
を
設
置
す
る
際
に
は
、
統

一
機
関
の
任
務
が
国
家
任
務
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
固
有
の
任
務
で
は
な

い
た

（
（4
（

め
、
連
邦
又
は
州
が
、
統
一
機
関
の
創
設
を
地
方
自
治
体
に
要
請
す

る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
基
本
法
第
八
四
条
第
一
項
第
七
文
及
び
第

八
五
条
第
一
項
第
二
文
に
よ
る
と
、
連
邦
法
律
を
以
て
市
町
村
及
び
市
町

村
組
合
に
任
務
を
委
譲
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
た
め
、
州
に
よ
る
任
務

の
委
譲
が
予
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
州
に
よ
る
任
務
委
譲
に
際
し
て
各
州
の
憲

（
（4
（

法
は
、
地
方
自
治

を
保
障
す
る
た
め
に
、概
し
て
次
の
三
つ
の
要
件
を
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、

①
任
務
委
譲
は
、法
律
又
は
法
規
命
令
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

②
費
用
の
補
填
に
つ
い
て
条
文
が
設
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

（
牽
連
性
原
則
〔K

onnexitätsprinzi

（
（5
（p

〕）、
③
任
務
委
譲
が
地
方
自
治
体

に
と
っ
て
過
剰
な
負
担
と
な
り
う
る
場
合
、
し
か
る
べ
き
財
政
上
の
補
償

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
い
う
三
つ
の
要
件
で
あ
る
。
他
方

で
、
財
政
補
償
を
法
律
で
規
定
し
、
そ
れ
を
実
施
す
れ
ば
、
い
か
な
る
任

務
委
譲
も
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
任
務
委

譲
そ
れ
自
体
に
次
の
よ
う
な
限
界
が
あ
る
。

　

地
方
自
治
の
保
障
を
定
め
る
基
本
法
第
二
八
条
第
二
項
は
、
地
方
自
治

体
の
担
当
す
る
任
務
が
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
か
ら
地
方
自
治
体
を
保
護
す
る

の
み
で
な
く
、
新
た
な
任
務
に
よ
る
過
重
な
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
も
保
護
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
追
加
的
に
任
務
を
委
譲
す
る
こ
と
は
、
自

由
意
思
に
よ
る
自
治
行
政
を
保
障
す
る
た
め
の
人
的
、
物
的
資
源
の
減
少

を
招
く
た
め
、
地
方
自
治
へ
の
干
渉
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ

（
（5
（

る
。

　

そ
し
て
、
過
剰
な
負
担
か
否
か
の
判
断
に
際
し
て
は
、
州
立
法
者
に
、

自
治
行
政
の
保
障
の
核
心
領
域
を
侵
さ
な
い
限
度
に
お
い
て
広
汎
な
裁
量
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が
認
め
ら
れ
、
地
方
自
治
体
の
負
う
義
務
が
、
他
の
人
的
、
財
政
的
資
源

を
も
は
や
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
縛
り
に
よ
り
、
自
ら
の
責

任
に
お
い
て
遂
行
す
る
任
務
そ
の
も
の
の
存
在
が
危
ぶ
ま
れ
る
場
合
、
そ

の
よ
う
な
裁
量
を
逸
脱
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ

（
（5
（

る
。

　

地
方
自
治
体
は
、
一
般
に
、
郡
（K

reis

）
及
び
郡
に
属
さ
な
い
都
市

（kreisfreie Städt

）
と
郡
に
属
す
る
市
町
村
（kreisangehörige 

Gem
einde

）
と
に
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
郡
に
属
す
る
市
町

村
は
、
一
般
に
、
郡
及
び
郡
に
属
さ
な
い
都
市
よ
り
も
小
規
模
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
と
り
わ
け
人
的
、
物
的
資
源
を
わ
ず
か
し
か
有
さ
な
い
小

規
模
の
市
町
村
に
対
し
て
統
一
機
関
の
設
置
を
強
制
す
る
こ
と
は
、
そ
の

自
治
行
政
を
害
す
る
危
険
が
あ
り
、
郡
に
属
す
る
市
町
村
の
行
政
機
関
と

し
て
統
一
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
は
、原
則
と
し
て
地
方
自
治
の
保
障（
基

本
法
第
二
八
条
第
二
項
）
に
反
し
、
許
さ
れ
な

（
（5
（

い
。
他
方
、
郡
及
び
郡
に

属
さ
な
い
都
市
の
行
政
機
関
と
し
て
、
統
一
機
関
の
設
置
を
求
め
る
こ
と

は
、
法
的
に
許
さ
れ

（
（5
（

る
。

　

四　

団
体
（K
am

m
er

）

　

団
体
の
例
と
し
て
、
手
工
業
者
団
体
、
商
工
会
議
所
及
び
各
種
職
能
団

体
、例
え
ば
弁
護
士
会
、税
理
士
会
、技
師
団
体
（Ingenieurkam

m
er

）

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

連
邦
及
び
州
の
団
体
に
関
す
る
法
律
は
、
特
定
さ
れ
た
任
務
領
域
を
各

団
体
に
与
え
る
。
例
え
ば
商
工
会
議
所
法
（IH

K
G

）
第
一
条
、
第
九
〇

条
第
一
項
、
手
工
業
者
団
体
法
（H

w
O

）
第
九
一
条
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
建
築
士
法
（A

rchitektenG BW

）
第
十
二
条
、
ヘ
ッ

セ
ン
技
師
団
体
法
（H

ess IngK
am

m
G

）
第
二
条
第
一
項
が
挙
げ
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
任
務
は
、
も
と
よ
り
排
他
的
に
定
式
化
さ
れ

て
お
ら
ず
（
手
工
業
者
団
体
法
第
九
一
条
第
一
項
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル

テ
ン
ベ
ル
ク
建
築
士
法
第
十
二
条
第
二
項
、
ヘ
ッ
セ
ン
技
師
団
体
法
第
二

条
第
一
項
第
八
号
）、
明
文
上
、
法
律
及
び
法
規
命
令
を
通
じ
て
さ
ら
な

る
任
務
を
団
体
に
割
り
当
て
る
可
能
性
を
認
め
る
（
商
工
会
議
所
法
第
一

条
第
四
項
、
ヘ
ッ
セ
ン
技
師
団
体
法
第
二
条
第
一
項
第
八
号
、
第
三
項
）。

も
っ
と
も
、
そ
の
任
務
は
、
団
体
の
本
来
の
任
務
領
域
に
性
質
上
適
合
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
、
明
文
規
定
が
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
記
述
さ
れ
ざ
る
構
成
要
素
と
み
な
さ
れ

（
（5
（

る
。

　

結
論
と
し
て
、
団
体
の
業
務
と
の
性
質
的
な
一
致
が
統
一
機
関
の
任
務

に
認
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
手
続
の
処
理
、
許
可
及
び
団
体
名
簿
へ
の

登
録
に
関
す
る
団
体
の
こ
れ
ま
で
の
任
務
（
手
工
業
者
団
体
法
第
六
条
以

下
、
連
邦
弁
護
士
法
（BRA

O

）
第
六
条
以
下
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ

ン
ベ
ル
ク
建
築
士
法
第
三
条
以
下
、
ヘ
ッ
セ
ン
技
師
団
体
法
第
十
六
条
以

下
）と
の
性
質
的
な
類
似
性
が
確
認
さ
れ
、情
報
提
供
任
務
に
つ
い
て
も
、
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こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
団
体
に
よ
る
情
報
及
び
助
言
提
供
活
動
に
匹
敵

す
る
か
ら
で
あ
る
（
商
工
会
議
所
法
第
一
条
第
一
項
、
手
工
業
者
団
体
法

第
一
条
第
九
号
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
建
築
士
法
第
十
二
条

第
二
項
第
二

（
（5
（

号
）。

　

五　

民
間
（Private
）

　

統
一
機
関
の
任
務
を
民
間
に
委
ね
る
際
に
は
、
行
政
主
体
と
民
間
と
の

契
約
の
締
結
を
伴
う
場
合
と
伴
わ
な
い
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

行
政
主
体
と
民
間
と
の
間
で
契
約
が
締
結
さ
れ
る
場
合
、
い
わ
ゆ
る
「
公

私
協
働
（öffentlich-private Partnerschaft
〔Ö
PP

〕）」
の
関
係
が
形

成
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
の
「
協
働
（K

ooperation

）」
で
述

べ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
契
約
の
締
結
を
伴
わ
な
い
場
面
を

念
頭
に
置
く
。

　

統
一
機
関
に
よ
る
公
的
任
務
の
遂
行
を
民
間
に
委
ね
る
場
合
に
お
い
て

も
、
国
家
に
よ
る
保
証
責
任
は
依
然
と
し
て
残

（
（5
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家

は
役
務
の
質
を
保
障
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
そ
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
統
一
機
関
と
し
て
の
適
切
な
任
務
提

供
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
基
準
に
事
業
者
が
合
致
す
る
こ
と
を
、
国

が
信
任
し
た
私
的
組
織
に
認
証
す
る
よ
う
に
求
め
る
制
度
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、「
質
の
保
障
制
度 

（Q
ualitätssicherungssyste

（
（5
（m

）」
と

呼
ば
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
「
質
の
保
障
制
度
」
が
、
国
家
に
よ

る
保
証
責
任
を
果
た
す
た
め
に
十
分
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　
「
質
の
保
障
制
度
」
を
運
用
す
る
際
に
は
、
統
一
機
関
と
し
て
任
務
を

適
切
に
行
い
う
る
か
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
の
で
き
る
基
準
が
存
在
す

る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
基
準
が
妥
当
で
あ
る
か

は
、
前
以
て
想
定
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
質
の
保
障
基
準
は
、
経
験
に

裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
統
一
機
関
制

度
の
導
入
後
間
も
な
い
時
期
に
お
い
て
は
、
国
家
の
保
証
責
任
を
十
分
に

果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
懸
念
か
ら
、
質
の
保
障
制
度
は
法
的
に
許

さ
れ
な
い
と
さ
れ

（
（5
（

る
。

　

六　

協
働
（K

ooperation

）

　

協
働
は
、公
私
協
働
（Ö

PP

）
と
「
公
公
協
働
（öffentlich-öffentliche 

Partnerschaft

）〔Ö
Ö
P

（
（6
（

〕」
の
二
つ
の
形
態
に
分
か
れ
る
。
そ
し
て
、

両
者
は
そ
の
主
体
の
違
い
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ

（
（6
（

る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は

行
政
主
体
と
民
間
が
、
後
者
は
異
な
る
行
政
主
体
同
士
が
共
同
作
業
を
行

う
。

１　

公
私
協
働
（Ö

PP

）

　

公
私
協
働
の
利
用
に
は
次
の
よ
う
な
法
的
制
約
が
あ

（
（6
（

る
。
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第
一
に
、
予
算
総
則
法
（H

GrG

）
第
六
条
第
二
項
が
、
経
済
性
の

原
（
（6
（

則
に
適
合
し
て
い
る
か
の
調
査
を
国
に
義
務
付
け
る
。
経
済
性
の
原
則

に
適
合
し
な
い
場
合
、
公
私
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
許
容
さ
れ
な

（
（6
（

い
。

　

第
二
に
、
統
一
機
関
の
任
務
が
有
償
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
場
合
、
原
則
と

し
て
委
託
発
注
法
（V

ergaberecht

）
の
適
用
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

公
告
義
務
が
課
さ
れ

（
（6
（

る
。

　

以
上
よ
り
、
公
私
協
働
は
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
が
、
実
体
面
と
し
て

費
用
と
利
益
の
関
係
に
つ
い
て
入
念
な
考
察
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

手
続
面
で
は
公
告
義
務
が
課
さ
れ
る
。

２　

公
公
協
働
（Ö

Ö
P

）

　

公
公
協
働
は
、
法
律
の
根
拠
に
基
づ
く
場

（
（6
（

合
と
公
法
上
の
契
約
に
基
づ

く
場
合
と
に
分
か
れ
る
。

　

公
法
上
の
契
約
に
よ
る
場
合
に
は
、
行
政
手
続
法
第
五
四
条
以
下
の
規

定
が
適
用
さ
れ

（
（6
（

る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
場
合
も
原
則
と
し
て
委
託
発
注
法

の
適
用
が
あ
り
、そ
の
結
果
、公
告
義
務
が
課
さ
れ

（
（6
（

る
。
公
公
協
働
に
は
、

個
々
の
地
方
自
治
体
内
部
で
の
簡
素
な
協
働
と
州
、
地
方
自
治
体
、
団
体

と
い
っ
た
異
な
る
主
体
間
で
行
わ
れ
る
協
働
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
、

混
合
行
政
禁
止
原

（
（6
（

則
に
違
反
し
な
い
か
が
問
題
と
な
る
が
、
統
一
機
関
は

行
政
庁
の
決
定
権
限
に
は
介
入
せ
ず
、
共
同
し
て
決
定
権
限
を
行
使
す
る

こ
と
に
は
繋
が
ら
な
い
た
め
、
こ
れ
に
反
し
な
い
と
さ
れ

（
（7
（

る
。

　

七　

各
州
の
統
一
機
関
の
組
織
形
態

　

以
上
よ
り
、
連
邦
の
行
政
機
関
と
郡
に
属
す
る
市
町
村
の
行
政
機
関
を

統
一
機
関
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
は
、
原
則
、
法
的
に
許
さ
れ
な
い
。
ま

た
、
質
の
保
障
制
度
を
背
景
に
し
て
私
的
機
関
を
選
定
す
る
こ
と
も
、
現

時
点
で
は
、
国
家
の
保
証
責
任
の
観
点
か
ら
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
他
の
類

型
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
を
選
択
す
る
こ
と
も
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
な

い
。

　

そ
し
て
、
各
州
の
統
一
機
関
の
主
要
な
組
織
形
態
を
見
る
と
、
統
一
機

関
に
主
と
し
て
団
体
を
選
択
し
た
州
が
五
州
（
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン

ベ
ル
ク
州
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
州
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝

フ
ォ
ー
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
及
び
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
）、
地
方
自
治
体
を

選
択
し
た
州
が
五
州
（
ブ
レ
ー
メ
ン
州
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
、
ノ
ル

ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
及
び
シ
ュ

レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
）、州
を
選
択
し
た
州
が
六
州
（
ベ

ル
リ
ン
州
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝

プ
フ
ァ
ル
ツ
州
、ザ
ク
セ
ン
州
及
び
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
）と
な
っ

て
い

（
（7
（

る
。
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第
三
款
：
責
任
法
上
の
（haftungsrechtlich

）
問
題

　

一　

責
任
法
上
の
問
題
と
し
て
、
基
本
法
第
三
四
条
及
び
ド
イ
ツ
民
法

第
八
三
九
条
に
基
づ
く
職
務
責
任
規
定
の
適
用
の
有
無
を
検
討
す
る
。
す

な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
民
法
第
八
三
九
条
第
一
項
は
、「
官
吏
が
故
意
又
は
過

失
に
よ
り
、第
三
者
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
職
務
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、

官
吏
は
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
損
害
を
第
三
者
に
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
職
務
責
任
規
定
の
適
用
の

有
無
を
め
ぐ
っ
て
は
、
私
人
に
統
一
機
関
の
任
務
が
託
さ
れ
る
場
合
が
特

に
問
題
と
な
る
。

　

そ
の
際
、
主
体
が
私
人
で
あ
る
こ
と
の
み
で
「
官
吏
」
に
当
た
ら
な
い

と
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
官
吏
」
は
機
能
的
意
味
で
理

解
さ
れ
、
私
人
も
こ
れ
に
含
ま
れ
う
る
。
そ
し
て
、
指
令
及
び
法
律
に
基

づ
く
統
一
機
関
の
活
動
は
、
公
法
上
の
活
動
（öffentlich-rechtliche 

H
andeln

）
に
当
た
る
と
評
価
さ
れ
て
い

（
（7
（

る
。
も
っ
と
も
、
統
一
機
関
は

決
定
権
限
を
有
さ
ず
、い
わ
ゆ
る「
行
政
補
助
者（V

erw
altungshelfer

）」

で
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
行
政
補
助
者
に
つ
い
て
は
、
任
務
の
高

権
的
性
質
の
強
弱
、
行
政
が
遂
行
す
る
高
権
的
任
務
と
の
結
び
つ
き
及
び

私
人
の
裁
量
の
広
狭
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
「
官
吏
」
に
該
当
す
る
か
否

か
を
判
定
す

（
（7
（

る
。
そ
し
て
、
統
一
機
関
の
任
務
、
と
り
わ
け
手
続
と
形
式

の
処
理
は
、
そ
の
後
の
管
轄
庁
に
お
け
る
手
続
及
び
決
定
に
直
接
結
び
つ

く
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
公
私
協
働
の
場
合
に
は
、
契
約
に
よ
り
行
政
に

指
揮
権
限
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
私
人
の
裁
量
は
狭
ま
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
公
私
協
働
と
い
う
形
態
の
下
で
は
職
務
責
任
規
定
の
適
用
が
認

め
ら
れ
う

（
（7
（

る
。

　

他
方
、
質
の
保
障
制
度
で
は
、
行
政
に
よ
る
契
約
上
の
指
揮
監
督
権
が

予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
私
人
に
広
い
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

「
官
吏
」
に
あ
た
ら
ず
、
職
務
責
任
規
定
が
適
用
さ
れ
な

（
（7
（

い
。

　

二　

次
に
、
例
え
ば
統
一
機
関
の
過
失
に
よ
り
書
類
の
送
付
が
遅
延
し

た
た
め
に
損
害
が
発
生
し
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
、
い
か
な
る
組
織
が
責

任
を
負
う
か
と
い
っ
た
、
責
任
の
所
在
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
る
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
の
採
用
す
る「
委
任
説（A

nvertrauenstheori

（
（7
（e

）」

に
よ
る
と
、
職
務
義
務
違
反
の
元
に
な
っ
た
任
務
を
委
任
し
た
機
関
が
責

任
を
負
う
。そ
れ
は
、通
常
、雇
用
主
た
る
法
人（A

nstellungskörperschaft

）

で
あ

（
（7
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
統
一
機
関
が
州
の
行
政
機
関
で
あ
る
場
合
は
、

州
が
責
任
を
負
う
。
他
方
、
郡
（Landkreis

）
に
は
州
の
下
級
行
政
機

関
た
る
職
員
と
郡
の
行
政
機
関
た
る
職
員
が
存
在

（
（7
（

し
、
そ
の
い
ず
れ
が
統

一
機
関
で
あ
る
か
に
よ
り
結
論
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
場
合
は

州
が
、
後
者
の
場
合
は
郡
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

際
、
統
一
機
関
の
任
務
を
国
家
任
務
と
し
て
捉
え
る
、
す
な
わ
ち
郡
固
有
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の
任
務
と
し
て
捉
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
郡
の
行
政
職
員
が
統
一
機

関
で
あ
れ
ば
、
郡
が
責
任
を
負
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
に
よ
り
、
本
来
の

雇
用
関
係
に
は
何
ら
変
動
が
生
じ
な
い
か
ら
で
あ

（
（7
（

る
。

　

そ
の
他
の
類
型
に
お
い
て
も
、
職
務
責
任
規
定
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
る

場
合
に
は
、
責
任
の
所
在
を
め
ぐ
っ
て
同
様
の
法
理
が
妥
当
す
る
。

（
１
）BGBl I v. 17.12.2008, S.2418.

（
２
）
な
お
、「
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
」と
い
う
章
題
に
つ
い
て
は
、

統
一
機
関
が
、
単
に
仲
介
役
と
し
て
の
み
機
能
す
る
と
い
う
誤
解

を
招
く
表
現
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（A

lexander W
indoffer, 

Zur verw
altungsverfahrensrechtlichen U

m
setzung der 

EG-D
ienstleistungsrichtlinie, D

Ö
V
 2008, S.798.

）。

（
３
）
な
お
、
連
邦
行
政
手
続
法
の
改
正
は
第
七
一
ａ－
ｅ
条
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
四
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
四

一
条
第
二
項
の
改
正
、
第
六
九
条
第
三
項
の
修
正
並
び
に
第
二
五

条
第
二
項
及
び
第
四
二
ａ
条
の
追
加
が
な
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、

第
四
二
ａ
条
は
許
可
擬
制
（Genehm

igungsfiktion

）
に
関
す

る
定
め
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
第
一
三
条
第
四
項
の
国
内
法
化

に
対
応
す
る
規
定
で
あ
る
。
許
可
擬
制
と
は
、
申
請
を
受
け
て
か

ら
確
定
期
間
内
に
何
ら
の
決
定
も
な
さ
れ
な
い
場
合
、
申
請
の
内

容
が
十
分
に
特
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
許
可
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み

な
す
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
四
二
ａ
条
は
、
第
七
一

ａ－

ｅ
条
と
同
様
、
法
令
に
よ
り
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
そ
の
適
用

が
あ
る
。
許
可
擬
制
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、V

gl., BT
-

D
rucks. 16/10493, S.15f. 

（
４
）
行
政
手
続
法
制
定
前
の
ド
イ
ツ
の
行
政
手
続
法
制
の
特
色
は
、

こ
れ
に
関
す
る
実
定
法
の
形
式
及
び
内
容
に
わ
た
る
統
一
性
の
欠

如
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
手
続
規
定
の
分
散
か
ら
生
じ
る
弊
害
を

除
去
す
べ
く
、
手
続
規
定
を
統
一
し
て
、
行
政
手
続
制
度
を
整
備

し
よ
う
と
す
る
要
求
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
（
海
老
沢
俊
郎
『
行

政
手
続
法
の
研
究
』（
成
文
堂
、一
九
九
二
年
）
三
九
頁
）。
な
お
、

手
続
規
定
の
分
散
に
よ
り
生
じ
る
弊
害
と
し
て
、
例
え
ば
以
下
の

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
参
照
、
同
一
七
頁
以
下
）。
第
一
に
、
行

政
官
が
、
散
乱
し
た
手
続
規
定
を
手
間
を
か
け
て
参
照
し
、
対
照

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
行
政
処
分
を
な
す
ま
で
無
用
に
時

間
を
浪
費
す
る
こ
と
で
あ
る
。第
二
に
、事
物
の
領
域
ご
と
に
様
々

な
手
続
規
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
、
行
政

機
関
相
互
の
調
整
が
困
難
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
個
人

に
と
っ
て
、
不
統
一
な
手
続
規
定
に
通
暁
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
で
あ
り
、規
定
内
容
の
不
明
確
さ
か
ら
手
続
規
定
の
解
釈
・

運
用
が
不
安
定
な
も
の
に
な
り
、
個
人
か
ら
行
政
活
動
に
対
す
る

予
測
可
能
性
を
奪
う
こ
と
で
あ
る
。

（
５
）
連
邦
議
会
議
事
録
で
は
次
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
サ
ー

ビ
ス
指
令
に
基
づ
く
行
政
手
続
法
上
の
要
請
を
個
別
法
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（Fachrecht

）
で
一
つ
一
つ
規
定
す
る
こ
と
に
は
、
著
し
い
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
で
、
何
倍
も
大
き
な
規
定
を
消
費
す
る

（Regelungsaufw
and

）
だ
ろ
う
。
他
方
で
、
指
令
の
準
則
が
不

統
一
に
国
内
法
化
さ
れ
、
少
な
く
と
も
関
係
法
領
域
で
、
細
部
に

お
い
て
相
互
に
矛
盾
す
る
規
定
が
多
数
生
じ
る
だ
ろ
う
。
手
続
法

は
不
必
要
に
分
裂
し
、法
を
適
用
す
る
者
（Rechtsanw

ender

）

に
と
っ
て
見
通
し
が
つ
か
な
く
な
る
。」（BT

-D
rucks. 16/10493, 

S.2.

）。

（
６
）
な
お
、バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
、バ
イ
エ
ル
ン
州
、

ベ
ル
リ
ン
州
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
＝
フ
ォ
ー
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
、

ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
、ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
、ザ
ー

ル
ラ
ン
ト
州
、
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ

ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
及
び
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
で
は
、
統
一

機
関
に
関
し
て
、
一
括
改
正
法
の
内
容
を
補
足
、
具
体
化
す
る
た

め
の
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（U

tz Schliesky/A
nne 

N
eidert/Sönke E

rnst Schulz, B
ew

ertung der 
Richtlinieum

setzung in D
eutschland

─D
er Einheitliche 

A
n
sp

re
c
h
p
a
rtn

e
r im

 V
e
rfa

h
re

n
s- u

n
d 

O
rganisationsrecht, in: D

ie U
m

setzung der E
U
-

D
ienstleistungsrichtlinie in der deutschen V

erw
altung: 

T
eil3, 2010, S.275ff.

）。

（
７
）BT

-D
rucks. 16/10493, S.12.

（
８
）
旧
一
ａ
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
山
田
洋
「
行
政
手
続
促
進
論

の
展
開
―
ド
イ
ツ
行
政
手
続
法
の
改
正
を
め
ぐ
っ
て
―
」
東
洋
法

学
四
一
巻
一
号
（
一
九
九
七
年
）
三
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
９
）BT

-D
rucks. 16/10493, S15.

（
10
）
こ
れ
に
何
が
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
は
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
各
種
の
事
業
に
つ
い
て
の
営
業

許
可
手
続
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
山

田
・
前
掲
註
（
８
）
三
三
頁
）。
適
用
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、H

einz Joachim
 Bonk, Strukturelle Ä

nderungen 
des V

erw
altungsverfahrens durch das Genehm

igungsv
erfahrensbeschleunigungsgesetz, N

V
w
Z 1997, S.327.

（
11
）
例
え
ば
旧
七
一
ｃ
条
の
主
要
な
内
容
は
、
第
二
五
条
第
二
項
へ

移
行
し
た
。
も
っ
と
も
、
従
前
と
異
な
りSoll

規
定
に
分
類
さ

れ
た
こ
と
で
、
当
該
手
続
の
実
施
に
つ
い
て
行
政
庁
に
一
定
の
裁

量
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（BT

-
D
rucks16/10493, S.15.

）。

（
12
）BT

-D
rucks. 13/3995, S.2.

（
13
）
こ
れ
は
、「
シ
グ
ナ
ル
効
果
（Signalw

irkung

）」
と
表
現
さ

れ
る
（BT

-D
rucks. 13/3995, S.2.

）。

（
14
）BT

-D
rucks. 16/10493, S.17.

（
15
）
例
え
ば
許
可
擬
制
に
関
す
る
第
四
二
ａ
条
は
、
サ
ー
ビ
ス
指
令

第
一
三
条
第
四
項
の
国
内
法
化
に
寄
与
す
る
（BT

-
D
rucks16/10493, S.15.

）。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
「
サ
ー
ビ
ス

指
令
の
国
内
法
化
」
と
称
し
た
章
を
設
け
、
許
可
擬
制
と
統
一
機
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関
を
通
じ
た
手
続
に
関
す
る
規
定
を
併
せ
て
規
定
す
る
選
択
肢
も

採
り
得
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

（
16
）Jan Ziekow

, D
ie U

m
setzung der D

ienstleistungsrichtlinie 
im

 V
erw

altungsverfahrensrecht, W
iV

erw
 2008, S.180.

（
17
）
こ
の
よ
う
な
不
平
等
の
是
正
は
、
法
的
な
要
請
で
は
な
く
、
経

済
的
な
合
理
性
の
確
保
と
い
う
視
点
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る

（D
ieter Beck, A

lexander W
indoffer, in: Jan Ziekow

/
A

lexander W
indoffer (H

rsg.), E
inheitlicher 

A
nsprechpartner für  D

ienstleister, 2008, S.167.

）。

（
18
）E

m
pfehlung des B

eirates V
erw

altungsverfahren-
srecht beim

 Bundesm
inisterium

 des Innern zur U
m
set-

zung der EG-D
ienstleistungsrichtlinie im

 V
erw

altungs-
verfahrensrecht, N

V
w
Z 2008, S.641.

（
19
）
連
邦
議
会
議
事
録
は
、「“
統
一
機
関
を
通
じ
た
手
続
”
と
い
う

名
称
は
、
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
適
用
領
域
及
び
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る

“
統
一
担
当
者
”
と
い
う
概
念
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
通
用
す

る
一
般
手
続
（allgem

eines V
erfahren

）
が
問
題
に
な
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。」
と
説
明
す
る
（BT

-D
rucks. 16/10493, 

S.17.

）。

（
20
）Ziekow

, a.a.O
 (Fn.16)., S.181.

（
21
）BT
-D

rucks. 16/10493, S.17.

（
22
）Isabel C

aralp, D
ie A

usw
irkungen von O

ne-Stop-
G
overnm

ent und von N
etzw

erkstrukturen auf das 

A
llgem

eine V
erw

altungsrecht: Eine U
ntersuchung am

 
Beispiel der U

m
setzung der EU

-D
ienstleistungsrichtlinie, 

2012, S.29ff.

（
23
）V

gl., H
artm

ut M
aurer, A

llgem
eines V

erw
altungsrecht, 

2011, 

§ 19 Rn2.

（
24
）Ferdinand O

. K
opp/U

lrich Ram
sauer, V

erw
altungs-

verfahrensgesetz, 2013, 

§ 71a Rn4.

（
25
）K

opp/Ram
sauer, a.a.O

 (Fn.24)., 

§ 71a Rn.3.

（
26
）BT

-D
rucks. 16/10493, S.18. 

他
方
、
フ
ッ
ク
（W

infried 
H
uck

）
は
、
行
政
手
続
法
第
一
〇
条
第
二
文
及
び
第
七
一
ｄ
条

か
ら
統
一
機
関
に
よ
る
限
定
的
な
審
査
義
務
を
導
く
（H

uck, in: 
Jo

h
a
n
n
 B

a
d
e
r/

M
ic

h
a
e
l R

o
n
e
lle

n
fitsc

h
, 

V
erw

altungsverfahrensgesetz, 2010, 71b Rn5.

）。

（
27
）Schliesky/N

eidert/Schulz, a.a.O
 (Fn.6)., S.271 ; V

gl., 
Schliesky, in: H

ans Joachim
 K

nack/H
ans G

ünter 
H
enneke (H

rsg.), V
erw

altungsverfahrensgesetz, 2014, 

§ 
71b Rn9.

（
28
）N

eidert, V
erw

altungsverfahren über einen 
einheitlichen A

nsprechpartner, 2011, S.152.

（
29
）Isabel, a.a.O

 (Fn.22)., S.67.
（
30
）V

gl., K
opp/Ram

sauer, a.a.O
 (Fn.24)., 

§ 31 Rn20.
（
31
）
国
内
法
化
以
前
に
、
既
に
ネ
ッ
セ
ル
ド
レ
ー
ア
ー
（A

ndrea 
N
esseldreher

）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
曰
く
「
指
令
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草
案
は
、“
顧
客
（K

unden

）”
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の

視
点
（Perspektive

）
に
厳
格
に
基
づ
い
て
解
釈
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
準
則
の
意
味
に
よ
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
、
期
間

に
関
し
て
確
か
な
法
的
安
定
性
を
獲
得
さ
せ
る
規
定
を
創
設
す
る

こ
と
が
、
よ
り
一
貫
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば

期
間
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
が
、
統
一
担
当
者
に
到
達

し
た
三
日
後
に
管
轄
庁
に
到
達
す
る
こ
と
を
擬
制
す
る
と
い
っ
た

到
達
擬
制
（Zugangsfiktion

）
が
生
じ
る
形
で
、
到
達
擬
制
に

よ
り
達
成
さ
れ
る
。」
と
（A

ndrea N
esseldreher, in: Ziekow

/
W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., S.154.

）。

（
32
）
な
お
、
三
日
と
い
う
期
間
は
、
郵
便
局
に
お
け
る
通
常
の
処
理

期
間
に
一
致
さ
せ
た
も
の
と
さ
れ
る
（V
gl., N

esseldreher, in: 
Ziekow

/W
indoffer, a.a.O

 (Fn.17)., S.154.
）。
も
っ
と
も
、
統

一
機
関
が
電
子
送
付
す
る
場
合
に
も
、
三
日
と
い
う
猶
予
期
間
は

排
除
さ
れ
な
い
（BT

-D
rucks. 16/10493, S.19.

）。

（
33
）Isabel, a.a.O

 (Fn.22)., S.67,; V
gl., K

opp/Ram
sauer, a.a.O

 
(Fn.27)., 

§ 71b Rn13a.

（
34
）BT

-D
rucks. 16/10493, S.19.

（
35
）BT

-D
rucks. 16/10493, S.19.

（
36
）Ziekow

, a.a.O
 (Fn.16)., S.184.

（
37
）K
opp/Ram

sauer, a.a.O
 (Fn.24)., 

§ 71b Rn17.

（
38
）V

gl., Isabel, a.a.O
 (Fn.22)., S.94f. 

な
お
、
連
邦
行
政
手
続

法
は
、
行
政
庁
間
の
職
務
援
助
義
務
規
定
（
第
四
条
、
五
条
）
を

既
に
設
け
て
い
る
が
、
当
該
法
律
規
定
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
統
一
機
関
と
管
轄
庁
間
の
相
互
援
助
義
務
は
、

時
に
各
行
政
庁
の
固
有
の
任
務
に
及
ぶ
場
合
も
あ
り
、そ
の
場
合
、

連
邦
行
政
手
続
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
要
件
を
満
た
さ
ず
、

職
務
援
助
義
務
規
定
の
適
用
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
典
型

的
、
継
続
的
に
援
助
を
要
請
す
る
こ
と
は
、
一
般
職
務
援
助
義
務

の
要
請
を
超
え
る
も
の
と
さ
れ
る
（
参
照
、第
五
条
）（BT

-D
rucks. 

16/10493, S.20.

）。

（
39
）
デ
ー
タ
保
護
の
観
点
か
ら
、
統
一
機
関
が
取
得
す
る
こ
と
の
で

き
る
情
報
は
、
一
般
的
情
報
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（Schliesky, 

in: K
nack/H

enneke (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.27)., 

§ 71d Rn3.

）。

（
40
）
カ
ラ
ル
プ（Isabel Caralp

）は
次
の
よ
う
に
言
う
。
曰
く「（
第

七
一
ｄ
条
―
筆
者
注
）
第
二
文
に
基
づ
く
情
報
提
供
義
務
か
ら
、

統
一
機
関
に
よ
る
書
類
閲
覧
権
は
導
か
れ
な
い
。
行
政
手
続
法
第

二
九
条
第
一
項
に
よ
る
と
、
行
政
手
続
の
関
与
者
の
み
が
閲
覧
権

を
有
す
る
。
関
与
者
が
誰
で
あ
る
か
は
、
同
じ
く
行
政
手
続
法
第

一
三
条
が
規
定
す
る
。
統
一
機
関
は
、
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
人
物

（Personen

）
に
は
該
当
し
な
い
。
そ
の
た
め
、統
一
機
関
に
は
、

目
的
に
適
す
る
と
判
断
し
た
方
法
で
当
該
情
報
を
統
一
機
関
に
伝

え
る
管
轄
庁
に
、
問
い
合
わ
せ
る
と
い
う
可
能
性
が
残
る
に
過
ぎ

な
い
。
こ
れ
は
、
デ
ー
タ
保
護
の
法
的
要
件
に
も
適
合
す
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
、個
人
デ
ー
タ（personenbezogene D

aten

）は
、

送
付
又
は
受
領
す
る
機
関
に
よ
る
任
務
遂
行
の
た
め
に
必
要
が
あ
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る
場
合
に
の
み
、
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
連
邦
デ
ー
タ
保
護

法
第
一
五
条
）。
他
方
、
部
門
行
政
庁
（Fachbehörde

）
に
お

け
る
書
類
を
見
落
と
し
な
く
閲
覧
す
る
こ
と
は
、
情
報
提
供
（
手

続
の
状
態
に
関
す
る
情
報
提
供
）
と
い
う
目
的
の
た
め
に
必
要
で

は
な
い
。
そ
の
た
め
、
統
一
機
関
は
、
例
え
ば
“
申
請
が
…
に
到

達
し
た
”
と
い
っ
た
手
続
の
状
態
又
は
処
理
の
進
捗
に
関
す
る
一

般
的
情
報
の
請
求
権
の
み
を
有
す
る
。
申
請
人
が
、
よ
り
踏
み
込

ん
だ
情
報
の
獲
得
を
望
む
場
合
、
申
請
人
自
ら
、
部
門
行
政
庁
で

書
類
閲
覧
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
（Isabel, a.a.O

 
(Fn.22)., S.92.

）。

（
41
）K

opp/Ram
sauer, a.a.O

 (Fn.24)., 
§ 71c Rn6.

（
42
）K

opp/Ram
sauer, a.a.O

 (Fn.24)., 
§ 71c Rn7.

（
43
）
例
え
ば
団
体（K

am
m
er

）の
代
表
例
で
あ
る
商
工
会
議
所
は
、

日
本
と
は
異
な
り
公
法
上
の
社
団
（K

örperschaft des 
öffentlichen Rechts

）
に
分
類
さ
れ
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の

公
共
組
合
に
あ
た
る
（
薄
井
一
成
「
ド
イ
ツ
商
工
会
議
所
と
自
治

行
政
―
公
共
組
合
の
法
理
論
―
」
一
橋
法
学
第
二
巻
第
二
号
（
二

〇
〇
三
年
）
四
九
九
頁
）。

（
44
）N

esseldreher, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 
(Fn.17)., S.66f.

（
45
）
連
邦
の
行
政
機
関
と
し
て
統
一
機
関
を
創
設
す
る
こ
と
の
法
的

許
容
性
に
関
す
る
、
よ
り
詳
細
な
考
察
に
つ
い
て
、V

gl., 
N
esseldreher, in: Ziekow

/W
indoffer (H

rsg.), a.a.O
 

(Fn17)., S.65ff.

（
46
）
基
本
法
第
三
〇
条
は
、「
国
家
の
権
能
の
行
使
及
び
国
家
の
任

務
遂
行
は
、
こ
の
基
本
法
が
特
別
の
定
め
を
せ
ず
、
又
は
許
し
て

い
な
い
限
度
に
お
い
て
、
州
の
な
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。」
と
規

定
し
、原
則
と
し
て
、州
に
管
轄
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
47
）N

esseldreher, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 
(Fn.17)., S.84.

（
48
）N

esseldreher, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 
(Fn.17)., S.97.

（
49
）
参
照
、
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
憲
法
第
九
七
条
第

三
項
、ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
＝
プ
フ
ァ
ル
ツ
州
憲
法
第
四
九
条
第
四
項
、

第
五
項
、
ザ
ク
セ
ン
州
憲
法
第
八
五
条
第
一
項
、
二
項
、
第
八
七

条
第
一
項
、
三
項
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州

憲
法
第
四
六
条
第
四
項
、
第
四
九
条
第
二
項
。

（
50
）
サ
ー
ビ
ス
指
令
の
国
内
法
化
が
も
た
ら
す
牽
連
性
原
則
と
の
関

係
に
お
け
る
問
題
に
つ
い
て
、V

gl., Jan Ziekow
, D

ie 
verfahrensrechtliche U

m
setzung der europäischen 

D
ienstleistungsrichtlinie und das landesverfassung-

srechtliche K
onnexitätsprinzip, LK

V
 2009, S.385.

（
51
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.97.

（
52
）V

gl., V
erfGH

 RP, U
rt. v. 16. 3. 2001 D

Ö
V
2001, S.602.

（
53
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
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S.100.
（
54
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.98.

（
55
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.106.

（
56
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.106f.

（
57
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.127.

（
58
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.125f.

（
59
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.129f.

（
60
）T

horsten Siegel, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 
(Fn.17)., S.120.

（
61
）Ziekow

/A
xel Piesker/M

arco Salm
/C

orina Sicko, 
Evaluierung der einheitlichen A

nsprechpartner nach 
E
U
-D

ienstleistungsrichtlinie in B
aden-W

ürttem
berg, 

2012, S.31.

（
62
）Siegel, in: Ziekow

/W
indoffer (H

rsg.), a.a.O
 (F

n.17)., 
S.114ff.

（
63
）
経
済
性
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
石
森
久
広
『
財
政
民
主
主
義
と

経
済
性
―
ド
イ
ツ
公
法
学
の
示
唆
と
日
本
国
憲
法
』（
有
信
堂
、

二
〇
一
一
年
）
一
一
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
64
）Siegel, in: Ziekow

/W
indoffer (H

rsg.), a.a.O
 (F

n.17)., 
S.114f.

（
65
）Siegel, in: Ziekow

/W
indoffer (H

rsg.), a.a.O
 (F

n.17)., 
S.115. 

な
お
、
公
私
協
働
に
あ
っ
て
は
、
詳
細
な
事
前
公
告
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
問
題
が
あ
る
。「
す
な
わ
ち
、
公
私
協

働
が
、
本
来
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
創
意
工
夫
を
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
発
注
機
関
が
「
発

注
の
対
象
や
条
件
」
を
予
め
詳
細
に
決
定
し
、
こ
れ
を
公
告
す
る

こ
と
は
、
適
切
で
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
民
間
事
業
者
が

創
意
工
夫
を
発
揮
し
、
革
新
的
な
問
題
解
決
策
を
形
成
す
る
途
を

塞
ぎ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。」（
岸
本
太
樹
「
公
私
協
働
促
進
法

の
制
定
と
ド
イ
ツ
協
働
契
約
論
の
新
展
開
（
一
）
―
競
争
的
対
話

（W
ettbew

erblicher D
ialog

）
の
導
入
を
中
心
に
」
自
治
研
究

第
八
六
巻
第
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）
九
三
頁
）。

（
66
）
例
え
ば
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
「
地
方
自
治
体
の
共
同
作
業
に
関
す

る
法
律
（K

om
m
ZG

）」（BayGV
Bl 1994, S.555.

）
が
挙
げ
ら

れ
る
。

（
67
）Siegel, in: Ziekow

/W
indoffer (H

rsg.), a.a.O
 (F

n.17)., 
S.122.

（
68
）Siegel, in: Ziekow

/W
indoffer (H

rsg.), a.a.O
 (F

n.17)., 
S.122ff.

（
69
）
混
合
行
政
禁
止
原
則
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
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決
の
変
遷
に
つ
い
て
、
白
藤
博
行
「
行
政
主
体
間
の
混
合
行
政
禁

止
原
則
と
自
己
責
任
原
則
―
最
近
の
ド
イ
ツ
の
制
度
保
障
論
Ａ
Ｒ

Ｇ
Ｅ
判
決
を
素
材
と
し
て
―
」
紙
野
健
二
＝
白
藤
博
行
＝
本
田
滝

夫
『
行
政
法
の
原
理
と
展
開
―
室
井
力
先
生
追
悼
論
文
集
』（
法

律
文
化
社
、
二
〇
一
二
年
）
七
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
70
）Sönke E

rnst Schulz, K
ooperationsm

odelle zur 
U
m

setzung des E
inheitlichen A

nsprechpartners als 
unzulässige M

ischverw
altung?, D

Ö
V
 2008, S.1034.

（
71
）K

opp/Ram
sauer, a.a.O

 (Fn.24)., 

§ 71a Rn12bff.

（
72
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.138f.

（
73
）B

G
H
, U

rt. v. 21. 1. 1993 (B
G
H
Z 121, 161); M

aurer, 
a.a.O

 (Fn.23)., 

§ 26 Rn13. 

な
お
、
行
政
補
助
者
と
異
な
り
、

行
政
権
限
を
自
己
の
名
で
行
使
す
る
権
限
を
認
め
ら
れ
た
私
人
を

Beliehene

と
呼
び
、Beliehene

が
委
任
さ
れ
た
公
務
を
執
行

し
て
い
る
場
合
、
職
務
責
任
規
定
の
適
用
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い

る
（
松
塚
晋
輔
「
ド
イ
ツ
の
職
務
責
任
規
定
に
お
け
る
『
官
吏
』

の
概
念
（
一
）」
久
留
米
大
学
法
学
第
三
七
号
（
二
〇
〇
〇
年
）

六
五
頁
）。

（
74
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.141f.

（
75
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.142.

（
76
）
連
邦
通
常
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
曰
く
「
し
か
し
な

が
ら
、
部
（Senat

）
は
長
い
間
―
そ
し
て
そ
の
点
に
つ
い
て
は

ラ
イ
ヒ
裁
判
所
（Reichsgericht

）
と
完
全
に
一
致
し
て
―
官

吏
の
職
務
義
務
違
反
に
責
任
を
負
う
法
人
に
関
す
る
問
題
に
、
次

の
よ
う
に
応
答
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
際
に

瑕
疵
を
以
て
行
わ
れ
た
職
務
を
誰
が
、職
務
主
体
に
委
託
し
た
か
、

言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
際
に
職
務
義
務
違
反
が
現
れ

た
任
務
を
誰
が
、職
務
主
体
に
委
譲
し
た
か
。」
と(BGH

, U
rt. v. 

12. 2. 1970 (BGH
Z 53, 218f.))

。V
gl., BGH

, U
rt. v. 21. 4. 

1983 (BGH
Z 87, 204f.); BGH

, U
rt. v. 15. 1. 1987 (BGH

Z 
99, 330f.); BGH

, U
rt. v. 29. 11. 1990 (BGH

Z 113, 75.).

（
77
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.139.

（
78
）
森
川
洋
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
郡
の
現
状
と
改
革
計
画
」
経
済
地

理
学
年
報
第
五
三
巻
（
二
〇
〇
七
年
）
一
二
〇
頁
以
下
。

（
79
）W

indoffer, in: Ziekow
/W

indoffer (H
rsg.), a.a.O

 (Fn.17)., 
S.140 ; V

gl., BG
H
, U

rt. v. 21. 4. 1983 (BGH
Z87, 205f.); 

BGH
, U

rt. v. 15. 1. 1987 (BGH
Z99, 331f.).

【
筆
者
付
記
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、
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二
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年
一
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に
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文

を
提
出
し
、
同
年
三
月
に
修
士
号
を
授
与
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
修
士

論
文
に
若
干
の
加
筆
、
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。


